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本校は，呉市唯一の市立高校として，郷土を愛し郷土の未来を切り拓く心豊かでたくましい人材を育成する

ため，総合学科の特長を生かし，生徒の個性を生かした主体的な学習や将来の職業選択を視野に入れた自己の

進路への自覚を深めさせる学習を重視している。 

生徒は，「産業社会と人間」や「総合的な学習の時間」の学習を通して，自己の適性を理解し，将来の自己

の在り方生き方を考えるとともに，主体的・継続的に学習する姿勢と探究的・創造的な態度を養い，自ら課題

を見付け，自ら学び，考え，よりよく課題を解決するための資質・能力を身に付けようとしている。また，多

くの生徒が，他者や地域に貢献したいという気持ちをもち，ボランティア活動も積極的に行っているが，地域

が抱える課題の解決に向けて，具体的な一歩を踏み出すには至っていない。 

そこで，ＥＳＤの視点を取り入れた課題発見・解決学習を，地域課題の解決を目指したキャリア教育として

展開することで，学ぶことの意義を社会と自己との関わりや日常的な文脈の中で認識させるとともに， 地域課

題解決のための提言と実践への動きを生み出すことで，自立と社会貢献を目指す生徒を育てたいと考えた。 

 

─  

○生徒に身に付けさせたい資質・能力についての議論を深め，指導方針・指導内容の改善を図る。 

○「産業社会と人間」や「総合的な学習の時間」を核とした３年間の系統的な課題発見・解決学習を構築する

とともに，各教科や特別活動とのつながりを考えたＥＳＤ全体計画（カリキュラムマップ）を作成する。 

・「産業社会と人間」及び「総合的な学習の時間」におけるこれまでの取組の検証と改善 

・学校設定科目「防災」の学習プログラムの開発と実践 

・ＥＳＤの視点に立った各教科・科目，特別活動における指導内容・指導方法，教科間連携，評価等の工夫

と改善 

・教育活動の体系化・構造化による「地域課題解決型キャリア教育」のカリキュラム開発と実践 

○地域の教育力を活用し活動の充実を図るとともに，地域課題解決のための提言を行い実践する。 

・大学や地域の研究機関，行政機関，自治会，企業等と連携し，呉市の特性や取り巻く環境についての理解

を深める。 

・呉市の現状と未来について考察し，地域課題の発見と課題解決への道筋を探る。 

・探究的な活動の成果を「提言」としてまとめ，関係諸機関と連携して課題解決の取組を実践する。 

 

 

 ─  

⌂ ─ ─√╘⌐ ≢⅝╢ ─  

─ ╩ ╡ ╣√ ה ╩ ⇔≡ ─ ≤ ╩ ⅎ╢  
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─ ⌂ （予定も含む） 

 

平 

成 

29 

年 

度 

４月・職員会議（実施計画書を教員間で共有） 

  ・「産業社会と人間（１年次）」におけるＥＳＤについてのガイダンス 

５月・研究推進委員会①（講演会に向けた事前協議） 

  ・ＥＳＤ校内研修会①（国研調査官による講演会） 

  ・サテライト研修（ＩＣＴを活用した授業づくりの研修） 

６月・授業交流週間（他教科の授業見学交流） 

 ・「総合的な学習の時間（３年次・卒業研究）」中間発表 

７月・研究推進委員会②（「産業社会と人間」「総合的な学習の時間」の年間計画見直し） 

  ・研究推進委員会③（ＥＳＤ意識調査結果分析） 

  ・企業訪問（１年次） 

８月・呉市防災センター研修（２年次） 

９月・ＥＳＤ校内研修会②（１学期の振り返りと改善計画） 

  ・防災をテーマとしたプロジェクト学習の開始（２年次） 

10月・学校設定科目「防災」選択者による，地域防災訓練の実施計画の策定・実施 

（地域教育連携協議会との連携） 

11月・卒業研究（３年次）成果発表会の開催 

（大学・学校評議員・学校関係者評価委員との連携） 

12月・研究推進委員会④（ＥＳＤ意識調査結果の分析） 

  ・ＥＳＤ校内研修会③（これまでの振り返り） 

１月・研究推進委員会⑤（ＥＳＤ意識調査結果の分析，成果と課 

題） 

  ・ＥＳＤ校内研修会④（ＥＳＤ全体計画の策定に向けて） 

２月・ＥＳＤ校内研修会⑤（大学教授による講演会） 

  ・ライフプラン発表会（１年次） 

【校内研究組織】 

（校長，教頭，総務企画主任，教務主任， 

教育研究主任，進路指導主事，生徒指 

導主事，保健主事，各学年主任） 

研究推進委員会 

「総合的な学習の時間」担当者会 

教科主任会 ― 各教科会 

特別活動担当者会（学年会） 

「産業社会と人間」担当者会 

広島県教育委員会 

呉市教育委員会 

  
指導・助言，評価 

 
指導助言・連絡調整 

相互連携 

【連携諸機関】 

学校評議員 

学校関係者評価委員 

・呉市 
・広島文化学園大学 
・広島国際大学 
・呉工業高等専門学校 
・地域教育連携協議会 
 （小･中学校，自治会等） 
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平 

成 

30 

年 

度 

４月・研究推進委員会⑥（実施計画書の検討，成果と課題の確認，成果発表会に向けて） 

・職員会議（実施計画書配付） 

  ・防災をテーマとしたプロジェクト学習の開始（２年次） 

５月・研究推進委員会⑦（評価計画について） 

・ＥＳＤ校内研修会⑥（評価計画の作成・検討） 

  ・サテライト研修（ＩＣＴを活用した授業づくりの研修） 

６月・授業交流週間（他教科の授業見学交流） 

  ・ＥＳＤ校内研修会⑦（評価計画の作成・検討） 

 ・「総合的な学習の時間（３年次・卒業研究）」中間発 

   表 

８月・研究推進委員会⑧（ＥＳＤ全体計画について） 

・ＥＳＤ校内研修会⑧（ＥＳＤ全体計画の作成・検討） 

９月・研究推進委員会⑨（成果発表会の計画） 

  ・プロジェクト学習発表会（２年次） 

  ・「防災」選択者による，津波避難訓練の計画と啓発 

10月・研究推進委員会⑩（公開授業研究計画，ＥＳＤアン 

ケート結果分析） 

11月・卒業研究（３年次）成果発表会の開催 

（大学・学校評議員・学校関係者評価委員との連携） 

  ・ライフプラン発表会（１年次） 

  ・ＥＳＤ校内研修会⑨（これまでの取組の振り返り，ＥＳＤ全体計画の見直し） 

12月・研究成果発表会（国研調査官の講評，教育委員会・学校関係者からの助言等） 

１～２月・研究推進委員会（成果と課題，ＥＳＤアンケート分析，２年間の振り返り） 

３月・ＥＳＤ校内研修会⑩（研究成果の報告，大学教授からの助言） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



-  5 -  

 

 

 

≤∕─  

▪ ⌐ ⌐ ↑≡╒⇔™ ה  
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 and Values

ˢ ʾᴣ ˣ

ЀрСГрЄ˔ˢOECDˣ ᴬᶘ
ᶘ χ͏

ˢᶘ ễӾ 30 2ˣ‮

꜡

ˢKnowledgeˣ
꜡ʾṪ ṁ σ ꜡ẉόṪ

ІϺи

ˢSkillsˣ
◘― ʾ ʾ ᾝ ʹ

άϦϣϬᶨ ΰοᴿ ϬᵔὨβϥθ

ϛτ σ◘― ʼ ʼ ᾝ

ζχ χ

ʾᴣ

ˢAttitudes and Valuesˣ
ᶘότΰΤΞ ʾ ḧ ʹ ︠ τᶘ τ︡Ϥ Ϛ

͚͙ͤ͘ ᴬᶘ ẰᶘὛ ᶘ ͚͙ͨ

Ɫלʾ χ  ˢOECDʾ ᴬᶘ ʾ ẰᶘὛ ᶘʾESDρ◕ ῃχ ᶓ ˣ
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ʾṁ σ ꜡ʾṪ

ʾ◘― ˢẁḢ ʾ ʾ ʾ ˣ

ʾ τיּ βϥ

ʾ Ϭ ΰοὓᵊβϥ

ʾꜛᾪ

ʾ Ϭיּ βϥ

ʾⱱ ᴦ σּזᵓϒχӪ꜡

ʾ₉ Ϭ ϤׇΠϞϤ Ψ

ʾΰ

ʾCognitive and

metaƖcongnitive skills

ʾSocial and emotional skills

ʾPhysical and practical skills

μοΜϥάρʾπΦϥάρϬςΞ

►ΞΤ

̰ʹʾ◘―

ʹʹʾ
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ʾAttitudes and values
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ʹʾadaptability
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ʹʾlife satisfaction
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ʹʾresponsibility

ʹʾhope
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Interdisciplinary knowledge

Practical knowledge
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̰ʹᾤ χ ꜡ʾṪ
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ϣ―ΠϢΞρβϥάρΥπΦϥʻ

Ϥ θ τνΜοʼ ˑσᶑ Τ

ϣ―ΠϥάρΥπΦϥʻ

Ϥ θ τνΜοẁḢ τ

ΰʼ Ⱨ τνΜοϜ τ―Πϥ

άρΥπΦϥʻ

τיּ βϥ ̓ ̕ ̕ ˓ ̕ ̕
Ϥ θ Ϭ Πʼꜛ χ―ΠϬⱱ

νάρΥπΦϥʻ

Ϥ θ Ϭ Πʼꜛ χ―ΠϬ

τ ϓϥάρΥπΦϥʻ

Ϥ θ ˑσ Ϭ ᵔΰʼꜛ χ

―ΠϬ τ ϓϥάρΥπΦϥʻ

Ϭ ΰοὓᵊβϥ ̓ ̕ ̓
άϦϘπχꜛᾪχ∕Ϥ Φ Ϭ Ϥ

ϥάρΥπΦϥʻ

χ―ΠϬיּ Φʼꜛᾪχ∕Ϥ Φ

τ Τδϥ∙ ϬᾋνΪϥάρΥπ

Φϥʻ

χᵕϤχⱧ τνΜοᶘ ΰϢΞρ

βϥ◒ Ϭⱱκʼꜛᾪχᾝ∕Ϟ τ

νΜο―ΠϥάρΥπΦϥʻ

ꜛᾪ ̓ ̓ ̕ ̕ ᾝ Ϭ ΰΨ βϥάρΥπΦϥʻ
ꜛᾪϬẁḢᴟΰ βϥάρΥπΦ

ϥʻ

ꜛᾪρΰΦ›Μꜛ χ τ σά

ρτϘπ―ΠϬῲΫϥάρΥπΦϥʻ

Ϭיּ βϥ ̓ ̓ ̓ ̓ ̕
χθϛτיּ ρΞρ―ΠϥάρΥ

πΦϥʻ

χθϛτיּ ρΞρβϥ π

Ӥτ βϥάρΥπΦϥʻ

χθϛτיּ ρΞρβϥ Ϭ

ⱱμο“ βϥάρΥπΦϥʻ

ⱱ ᴦ σּזᵓϒχӪ꜡ ̓ ̕ ̓ ̓ ̓ ̓

ⱱ ᴦ σּזᵓτΰΪο ӽχ ˑσ

ḼỘΥᵓְּ֫זϬ“μοΜϥάρϬ

ᵔβϥάρΥπΦϥʻ

ӽτ‟ᾅβϥḼỘχⱱ ᴦ σּזᵓ

ϒχ︡Ϥ ϙϬ ΰʼꜛᾪχ∕Ϥ

Φ τνΜο―ΠϥάρΥπΦϥʻ

ӽτ‟ᾅβϥḼỘχⱱ ᴦ σּזᵓ

ϒχ︡Ϥ ϙϬ ΰʼꜛᾪχ∕Ϥ

Φ τνΜο―Π ớ τּזᵓτṄ

βϥάρΥπΦϥʻ

₉ Ϭ ϤׇΠϞϤ Ψ ̓ ̓ ̓
ꜛϣχᴿ ταμΨϤρ︡Ϥ Ϛάρ

ΥπΦϥʻ

ꜛϣχᴿ Ϭ⁬ ΰʼꜛᾪχ τν

Μο―ΠϥάρΥπΦϥʻ

ꜛᾪχ χ Φ Ϟ τνΜοʼ

‰Μ ϬⱱκζχםᾝτΰΪοЎа

йрЅΰ ΪϥάρΥπΦϥʻ

ΰ ̕ ̓ ̓ ̓ ̓ ̓
ꜛ χọ χΚϥ τνΜο︡Ϥ

ϚάρΥπΦϥʻ

ꜛ χọ χΚϥ ρḩ βϥ

τνΜο︡Ϥ ϚάρΥπΦϥʻ

ꜛϣχϘϩϤχⱧ τνΜοọ ḩ

Ϭⱱμοʼ︠ τᴬ Ϭβϥά

ρΥπΦϥʻ

ᴂ ʾϋϧΥϤ

ˢExtensionsˣ

ל и˔УзАϼˢ ṁ ˣ

͍ᶘṍ ͎ᶘṍ ͏ᶘṍ

Ⱳṍ☼ם

―Πʾṁ ꜡

ˢIdeasˣ

νσΥϤ

ˢConnectionsˣ

ᾕ

Ɫלʾ

♠

ῃ◕ ῃ‰ ᶘ ʹ ͎ᶘ ʹТкрГϰϯ ʹ ḧ ᴣὓᵊ

ῃ

ӽ

χ

ρ

ᾝ

∕

←

ᵲ

й

Ъ

Е

‰

ὀ

←

ᵲ

τ

ế

Μ

Ϙ

κ

ξ

Ψ

Ϥ

←

ᵲ

τ

ế

Μ

Ϙ

κ

ξ

Ψ

Ϥ

Ф

к

Ѕ

ϼ

Е

ᶘ

ᾆ

ẕ

︠

τ

ν

Μ

ο

―

Π

ϥ

ᾆ

ẕ

χ

ϛ

„

ם

ᵓ

ṁ σ ꜡ʾṪ ̕ ̕ ̓ ̓ ̓
ꜛ χọ χΚϥ χ Ϭ ΰ

βϥάρΥπΦϥʻ

ꜛ χọ χΚϥ ρḩ βϥ

τνΜοọ ḩ Ϭⱱκʼ Ϭ

ΰ βϥάρΥπΦϥʻ

ˑσ χ τọ ḩ Ϭⱱκʼ

ΰ βϥάρΥπΦϥʻ

◘―

ˢẁḢ ʾ ʾ ʾ ˣ
̓ ̓ ̓ ̕ ̕ ̕ ̓

Ϥ θ τνΜοʼ ˑσᶑ Τ

ϣ―ΠϥάρΥπΦϥʻ

Ϥ θ τνΜοẁḢ τ

ΰʼ Ⱨ τνΜοϜ―ΠϥάρΥπ

Φϥʻ

Ϥ θ τνΜοẁḢ τ

ΰʼ Ⱨ τνΜοϜ ʾ

τ―ΠϥάρΥπΦϥʻ

τיּ βϥ ̕ ̕ ̕ ̕ ̓
Ϥ θ Ϭ ΰʼꜛ χ―ΠϬ

ⱱνάρΥπΦϥʻ

Ϥ θ Ϭ ΰʼꜛ χ―ΠϬ

τ ϓϥάρΥπΦϥʻ

Ϥ θ ˑσ Ϭ ΰʼꜛ χ

―ΠϬ τ ϓϥάρΥπΦϥʻ

Ϭ ΰοὓᵊβϥ ̓ ̕ ̓ ̓ ̓

άϦϘπχꜛᾪχ∕Ϥ Φ Ϭ Ϥ

Ϥʼ τνΜο―ΠϥάρΥπΦ

ϥʻ

χ―ΠϬיּ Φʼꜛᾪχ∕Ϥ Φ

τ Τδϥ∙ Ϭ︡Ϥ ϦϥάρΥ

πΦϥʻ

ᵓτνΜοזּ ˑσ♪ Τϣ―Πʼꜛ

ᾪχᾝ∕Ϟ τνΜο―ΠϥάρΥ

πΦϥʻ

ꜛᾪ ̓ ̕ ᾝ Ϭ ΰΨ βϥάρΥπΦϥʻ
ꜛᾪϬẁḢᴟΰ βϥάρΥπΦ

ϥʻ

ꜛᾪρΰΦ›Μꜛ χ τ σά

ρτϘπ―ΠϬῲΫϥάρΥπΦϥʻ

Ϭיּ βϥ ̓ ̓ ̓
χθϛτיּ ρΞρ―Πʼ ΰθ

ӛϬ ┤πΦϥʻ

χθϛτיּ ρΞρβϥ πʼ

Τϣ―Πο“ πΦϥʻ

χθϛτיּ ρΞρβϥ Ϭⱱ

κʼ ệτᴂαθ“ ΥπΦϥʻ

ⱱ ᴦ σּזᵓϒχӪ꜡ ̓ ̓ ̓ ̓ ̓ ̓ ̓ ̓
ӽּזᵓχ ˑσᴿ τνΜο―╔β

ϥάρΥπΦϥʻ

ӽּזᵓχ ˑσᴿ τνΜο―╔

ΰʼⱱ ᴦ σּזᵓρΰο Ϥ νθ

ϛχ ├τνΜο―ΠϥάρΥπΦ

ϥʻ

ӽּזᵓχ ˑσᴿ τνΜο―╔

ΰʼⱱ ᴦ σּזᵓρΰο Ϥ νθ

ϛχ ├τνΜο―Πʼ ớ τּזᵓ

τṄ βϥάρΥπΦϥʻ

₉ Ϭ ϤׇΠϞϤ Ψ ̕ ̓
ꜛϣχᴿ ταμΨϤρ︡Ϥ Ϛάρ

ΥπΦϥʻ

ꜛϣχᴿ Ϭ⁬ ΰʼꜛᾪχ τν

Μο―ΠϥάρΥπΦϥʻ

ꜛᾪχ χ Φ Ϟ τνΜοʼ

‰Μ ϬⱱκζχםᾝτΰΪοЎа

йрЅΰ ΪϥάρΥπΦϥʻ

ΰ ̕ ̓ ̕

ꜛ χọ χΚϥ τνΜοʼ ᾅ

Ϭ ₰ΰσΥϣ︡Ϥ ϚάρΥπΦ

ϥʻ

ꜛ χọ χΚϥ ρḩ βϥ

τνΜοʼ ᾅϬ ₰ΰσΥϣ︡Ϥ

ϚάρΥπΦϥʻ

ꜛϣᴿ Ϭᾋ Ϊʼꜛϣᶘόʼꜛϣ―

ΠʼϢϤϢΨ ϬᵔὨβϥάρΥπ

Φϥʻ

̓

̓

̓

̓

̓

̕

̕

Ⱳṍ☼ם ל и˔УзАϼˢ ṁ ˣ

͍ᶘṍ ͎ᶘṍ ͏ᶘṍ

―Πʾṁ ꜡

ˢIdeasˣ

νσΥϤ

ˢConnectionsˣ

ᴂ ʾϋϧΥϤ

ˢExtensionsˣ

ᾤ

ᾆ

ẕ

ᾕ

Ɫלʾ
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ủ  

 

♠

ῃ◕ ῃ‰ ᶘ ʹễᴬ ʿᴪ ʹ ᴣὓᵊ

ᴪ ᶨτΤΤϩϥ▀Ộτḩβ

ϥṁ ʾṁ σ ꜡ρṪ

ᴪ ᶨτΤΤϩϥ▀Ộτ σ τνΜ

ο βϥάρΥπΦϥʻ

ᴪ ᶨτΤΤϩϥ▀Ộτ σ τνΜ

οʼꜛϣχ ᶨτ ΦΤΠοᶨ βϥάρΥ

πΦϥʻ

ᴪ ᶨτΤΤϩϥ▀Ộτ σ τνΜ

οʼᶘ  ᶨϞ ӽ ᶨτ ΰẶ βϥά

ρΥπΦϥʻ

ᶨ▀ỘϬ︡Ϥ᷊Ψ ᴿ Ϭ︠

ʼ› τʼΤν ḢϬ

ϜμοᵔὨβϥ

ᶨ▀ỘϬ︡Ϥ᷊Ψ ᴿ τνΜο ꜡ΰο

Μϥʻ

ᶨ▀ỘϬ︡Ϥ᷊Ψ ᴿ ῀χḩ τνΜ

οʼꜛϣχ ᶨτ ΦΤΠο πΦϥʻ

ᶨ▀ỘϬ︡Ϥ᷊Ψ ᴿ χ Τϣʼꜛϣᵔ

ὨβϥϓΦᴿ Ϭ βϥάρΥπΦϥʻ

ᶨχלχΰ ρּזᵓχ Ϭ

ϥ σ ρם σ

ᶨχלχΰ ρּזᵓχ Ϭ ϥθϛχ

Ϟ ꜡ϬϜρτʼᴿ ᵔὨχ τνΜο

› τ―Π βϥάρΥπΦϥʻ

ᶨχלχΰ ρּזᵓχ Ϭ ϥθϛꜛᾪ

ρ ρχיּ Ϭ ᶓᾁ ΰʼ› τ―Π

Ϭ ϛϥάρΥπΦϥʻ

ᶨχלχΰ ρּזᵓχ Ϭ ϥθϛὫᴮ

ρΰοχ Ϭᶘ  ᶨϞ ӽ ᶨσςχᴿ

τᴂ βϥάρΥπΦϥʻ

ᴪ ᶨτΤΤϩϥ▀ỘτνΜ

οӪᾋϬ︠ ΰῖ Ϭβϥ

ᴪ ᶨτΤΤϩϥ▀Ộχ ˑσᴿ τνΜ

οʼ ρיּ σЀЬвИϾ˔ЄдрϬρϥ

άρΥπΦϥʻ

ᴪ ᶨτΤΤϩϥ▀Ộχ ˑσᴿ τνΜ

ο ρχЀЬвИϾ˔ЄдрϬρϥיּ πʼ

ᴿ ᵔὨτ︡Ϥ ϚάρΥπΦϥʻ

ᴪ ᶨτΤΤϩϥ▀Ộχ ˑσᴿ τνΜ

οʼꜛϣз˔Ѝ˔ЄАФϬ ṉΰοʼᶘ 

ᶨϞ ӽχ ᶨϬ ΰם ήδϥẶ σᶘ

όϬ ΰʼᴿ ᵔὨβϥάρΥπΦϥʻ

ל и˔УзАϼˢ ṁ ˣ

―Πʾṁ ꜡

ˢIdeasˣ

νσΥϤ

ˢConnectionsˣ

ᴂ ʾϋϧΥϤ

ˢExtensionsˣ

Ɫלʾ

♠

ῃ◕ ῃ‰ ᶘ ʹ ͏ᶘ ʹТкрГϰϯ ʹ ḧ ᴣὓᵊ

Ϸ

з

ϵ

р

Г

Є

р

ᾆ

ẕ

χ

Ϙ

ρ

ϛ

„

ם

ᵓ

ᾆ

ẕ

ʾ

₰

ᶨ

Љ

Ь

ḧ

ᵓ

ᾆ

ẕ

ʾ

₰

ᶨ

Љ

Ь

ᵓ

ᾆ

ẕ

χ

⌠

ṁ σ ꜡ʾṪ ˓ ˓ ˓ ˓
ꜛ χọ χΚϥ χ Ϭ ΰ

βϥάρΥπΦϥʻ

ꜛ χọ χΚϥ ρḩ βϥ

τνΜοọ ḩ Ϭⱱκʼ Ϭ

ΰ βϥάρΥπΦϥʻ

ˑσ χ τọ ḩ Ϭⱱκʼ

ớ τ ΰ ᶓ βϥάρΥπ

Φϥʻ

◘―

ˢẁḢ ʾ ʾ ʾ ˣ
̓ ̓ ̕ ˓ ̕ ˓ ̕

Ϥ θ τνΜοʼ ˑσᶑ Τ

ϣ―ΠϥάρΥπΦϥʻ

Ϥ θ τνΜοẁḢ τ

ΰʼ Ⱨ τνΜοϜ―ΠϥάρΥπ

Φϥʻ

Ϥ θ τνΜοẁḢ τ

ΰʼ ˑσⱧ τνΜοϜ ʾ

ʾ τ―ΠϥάρΥπΦϥʻ

τיּ βϥ ˓ ̕ ˓ ̕ ̕
Ϥ θ Ϭ ΰʼꜛ χ―ΠϬ

ⱱνάρΥπΦϥʻ

Ϥ θ Ϭ ΰʼꜛ χ―ΠϬ

τ ϓϥάρΥπΦϥʻ

Ϥ θ ˑσ Ϭ ᶓ ΰʼꜛ

χ―ΠϬ χ  Ϟ ᵫϬῬ ΰο

ϓϥάρΥπΦϥʻ

Ϭ ΰοὓᵊβϥ ̓ ̓ ̕ ̕

άϦϘπχꜛᾪχ∕Ϥ Φ Ϭ Ϥ

Ϥʼ τνΜο―ΠϥάρΥπΦ

ϥʻ

χ―ΠϬיּ Φʼꜛᾪχ∕Ϥ Φ

τ Τδϥ∙ Ϭ︡Ϥ ϦϥάρΥ

πΦϥʻ

ꜛᾪχᾝ∕Ϟ τνΜο ήτ―

Πʼ︠ τ Ϭ ΰοΜΨάρΥ

πΦϥʻ

ꜛᾪ ̓ ˓ ˓ ᾝ Ϭ ΰΨ βϥάρΥπΦϥʻ
ꜛᾪϬẁḢᴟΰ βϥάρΥπΦ

ϥʻ

ꜛᾪρΰΦ›Μꜛ χ τ σά

ρτϘπ―ΠϬῲΫϥάρΥπΦϥʻ

Ϭיּ βϥ ̓ ̕ ˓ ̕ ˓ ̕ ˓
χθϛτיּ ρΞρ―Πʼ ΰθ

ӛϬ ┤πΦϥʻ

χθϛτיּ ρΞρβϥ πʼ

Τϣ―Πο“ πΦϥʻ

χθϛτיּ ρΞρβϥ Ϭⱱ

κʼ ρẸיּ ΰο“ πΦϥʻ

ⱱ ᴦ σּזᵓϒχӪ꜡ ̓ ̓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓
ӽּזᵓχ ˑσᴿ τνΜο―╔β

ϥάρΥπΦϥʻ

ӽּזᵓχ ˑσᴿ τνΜο―╔

ΰʼⱱ ᴦ σּזᵓρΰο Ϥ νθϛ

χ ├τνΜο―ΠϥάρΥπΦϥʻ

ⱱ ᴦ σּזᵓϒχӪ꜡Ϭⱱμο︡Ϥ

ϭιꜛϣχᾆẕχ ᴮϬ Ϥτ Πם

“βϥάρΥπΦϥʻ

₉ Ϭ ϤׇΠϞϤ Ψ ˓ ˓ ̕
ꜛϣχᴿ ταμΨϤρ︡Ϥ Ϛάρ

ΥπΦϥʻ

ꜛϣχᴿ Ϭ⁬ ΰʼꜛᾪχ τν

Μο―ΠϥάρΥπΦϥʻ

ꜛᾪχ χ Φ Ϟ τνΜοʼ

‰Μ ϬⱱκζχםᾝτΰΪοЎа

йрЅΰ ΪϥάρΥπΦϥʻ

ΰ ̕ ̓ ˓ ˓ ̕ ˓ ̕

ꜛ χọ χΚϥ τνΜοʼ ᾅ

Ϭ ₰ΰσΥϣ︡Ϥ ϚάρΥπΦ

ϥʻ

ꜛ χọ χΚϥ ρḩ βϥ

τνΜοʼ ᾅϬ ₰ΰσΥϣ︡Ϥ

ϚάρΥπΦϥʻ

ꜛ ꜛ π︠ τᴿ Ϭ ΰʼὓ

ᵊϬ οʼϢϤϢΨ ϬᵔὨβϥά

ρΥπΦϥʻ

̕

˓

˓

̕

Ⱳṍ☼ם ל и˔УзАϼˢ ṁ ˣ

͍ᶘṍ ͎ᶘṍ ͏ᶘṍ

―Πʾṁ ꜡

ˢIdeasˣ

νσΥϤ

ˢConnectionsˣ

ᴂ ʾϋϧΥϤ

ˢExtensionsˣ

͏

ḧ

Ϭ

Ϥ

ϥ

ᾕ

Ɫלʾ
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話題について様々な角度から検討

して自分の考えをもち，根拠を明

確にするなど論理の構成や展開を

工夫して意見を述べることができ

る。

話題となる事柄について認識し，整理す
ることによって自分の考えを持つことが
できる。

自らの考えを，相手が的確に理解できる
ように筋道を立てて表現することができ
る。

自らの考えを論理の構成や展開を工夫し
て意見を述べることができる。

目的や場に応じて，効果的に話し

たり的確に聞き取ったりすること

ができる。

目的や場にふさわしい態度や表現ができ
る。

相手の情報の中から過不足なく的確に聞
き取ることができる。

伝達すべき内容がよく伝わるように，資
料や機器などを用いながら分かりやすく
表現することができる。

課題を解決したり考えを深めたり

するために，相手の立場や考えを

尊重し，表現の仕方や進行の仕方

などを工夫して話し合うことがで

きる。

相手の考えの要点や根拠の可否，共通点
や相違点をまとめることができる。

相手の立場や考えを尊重することで，相
手の考えを的確に理解することができ
る。

合意を形成したり思考の深化を図ったり
することで，課題を解決したり考えを深
めたりすることができる。

話したり聞いたり話し合ったりし

たことの内容や表現の仕方につい

て自己評価や相互評価を行い，自

分の話し方や言葉遣いに役立てる

とともに，ものの見方，感じ方，

考え方を豊かにすることができ

る。

自分や他者の表現を客観的に吟味，評価
することができる。

自己評価や相互評価を通して，自らの目
的や場に応じた話し方や言葉遣いに生か
すことができる。

話し手の思いや考えを的確に理解するこ
とを通して，自らのものの見方，感じ
方，考え方を豊かにすることができる。

相手や目的に応じて題材を選び，

文章の形態や文体，語句などを工

夫して書くことができる。

相手や目的に応じ，ふさわしい題材を選
ぶことができる。

相手や題材を選び，表現を工夫して書く
ことができる。

書く目的を実現するのにふさわしい形態
や文体，語句などを使うことができる。

論理の構成や展開を工夫し，論拠

に基づいて自分の考えを文章にま

とめることができる。

論拠に基づいた意見を持つことができ
る。

説得力を持たせるために，論理の構成や
展開を工夫した文章を書くことができ
る。

客観性や信頼性の高い資料を根拠にした
文章を書くことができる。

対象を的確に説明したり描写した

りするなど，適切な表現の仕方を

考えて書くことができる。

対象の特徴や様子など，表現に必要な事
柄に気付くことができる。

対象を的確に説明したり描写したりする
ことができる。

目的や場にふさわしい表現を用いて，対
象を的確に説明・描写することができ
る。

優れた表現に接してその条件を考

えたり，書いた文章について自己

評価や相互評価を行ったりして，

自分の表現に役立てるとともに，

ものの見方，感じ方，考え方を豊

かにすることができる。

表現の工夫に気付くことができる。 自分と他者の表現の違いを比べること
で，自分の表現に役立てようとしてい
る。

読書などを通して，様々な表現に触れる
ことで，ものの見方，感じ方，考え方を
豊かにしようとしている。

文章の内容や形態に応じた表現の

特色に注意して読むことができ

る。

文章の内容や形態に応じた表現の特色に
気付くことができる。

文章の内容や形態に応じた表現の特色を
自らの表現に生かそうとしている。

内容や形態に応じた表現の特色に注意し
て読むことで文章をより深く理解しよう
としている。

文章の内容を叙述に即して的確に

読み取ったり，必要に応じて要約

や詳述をしたりすることができ

る。

文章の内容を叙述に即して読み取ること
ができる。

書き手の意図を的確にとらえ，読み取っ
たことを他の生徒と交流することができ
る。

必要に応じて書き手の意図を的確にとら
えた要約や詳述をすることができる。

文章に描かれた人物，情景，心情

などを表現に即して読み味わうこ

とができる。

人物，情景，心情などがどのように書か
れているかに気付くことができる。

自分の読み取りや感動を他の生徒に紹介
することができる。

様々な文学的な文章を進んで読もうとし
ている。

文章の構成や展開を確かめ，内容

や表現の仕方について評価した

り，書き手の意図をとらえたりす

ること。

規準や根拠を明確にして文章を評価する
ことができる。

評価した内容を他の生徒と交流すること
ができる。

評価したことを自分の読みや表現に生か
すことができる。

幅広く本や文章を読み，情報を得

て用いたり，ものの見方，感じ

方，考え方を豊かにしたりするこ

とができる。

様々なジャンルの本を読もうとしてい
る。

自分が読んだ本を他の生徒に紹介するこ
とができる。

本を読むことで人間や社会，自然などに
対して自分なりの考え方を持つことがで
きる。

言語文化の特質や我が国の文化と

外国の文化との関係について気付

き，伝統的な言語文化への興味・

関心を広げることができる。

伝統的な言語文化への興味・関心を持つ
ことができる。

日本や外国の文化との関わりなどに気づ
くことができる。

古典教材だけでなく関連資料を通して現
代につながる我が国の文化の独自性や価
値に気付くことができる。

文語のきまり，訓読のきまりなど

を理解することができる。

教科書教材を文語や訓読の決まりに則っ
て読むことができる。

文語や訓読の決まりを説明することがで
きる。

教科書教材以外の古典作品を読むことが
できる。

国語における言葉の成り立ち，表

現の特色及び言語の役割・敬語な

どを理解することができる。

日常生活で使用する言語の役割などを理
解することができる。

日常生活の中で適切な語彙・表現を使う
ことができる。

言葉の成り立ちや，言語の役割などをふ
まえた上で，日常生活で語彙・表現を適
切に使うことができる。

文や文章の組立て，語句の意味，

用法及び表記の仕方などを理解

し，語彙を豊かにすることができ

る。

小中までの既習事項を確実に身に付けて
いる。

意味が不確かな語彙について進んで意味
を調べることができる。

正しく理解し使いこなせる語彙を生活の
中で積極的に使うことができる。

常用漢字の読みに慣れ，主な常用

漢字が書ける。

大体の常用漢字を読むことができる。 既習の常用漢字を文や文章の中で使うこ
とができる。

主な常用漢字を文脈に応じて書き分ける
ことができる。

♠

ᴂ ʾϋϧΥϤ
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♠

͍˵͍ʹꜛ πḇαʼ―Πϥ

ˑσᴝᶚτḩβϥⱧ ʾⱧ τνΜο τ Ϭ

ΰ βϥάρτϢμοʼꜛ χ―ΠϬⱱνάρ

ΥπΦϥʻ

ꜛϣϘρϛθ―ΠϬʼ ︣Υ ᵔπΦϥϢΞʼ

τ βϥάρΥπΦϥʻ

ꜛϣϘρϛθ―ΠϬʼ ˑσἇ σⱧ ʾⱧ Ϭḩ

Ϊο ΰθӪᾋϬ ϓϥάρΥπΦϥʻ

͍˵͎ʹᴝᶚ ᴟχ Ϭ ᵔΰʼ

βϥ

ˑσᴝᶚ ᴟτ ΰοọ ḩ ϬⱱκʼζϦηϦχ

ᴣ Ϭ ᵔβϥάρΥπΦϥʻ

σᴝᶚ ᴟΥֲốΰ›μοΜϥάρτṓ Ψ

άρΥπΦϥʻ

σᴝᶚ ᴟΥ θσ ᴟχ τνσΥϥά

ρϬ ᵔβϥάρΥπΦϥʻ

͎˵͍ʹⱧ ϞⱧ ϬẁḢρ︠ḢτϢμ

ο Πʼ―Πϥ
Ⱨ ʾⱧ Ϭ  βϥ Ϭ ꜡βϥάρΥπΦϥʻ

Ⱨ ʾⱧ Ϭ  βϥ Υ⌠Ϥ βὛ ᴣ Ϭ

ḇ ΤτρϣΠϥάρΥπΦϥʻ

Ὓ ᴣ Ϭᾠ῎ᴟΰʼ ρẶיּ βϥάρΥπΦ

ϥʻ

͎˵͎ʹᴝᶚϬψαϛρβϥὛ ⌠ σ

ςχ σⱧ Ϭʼ ρ χ

Τϣ ꜡βϥάρΥπΦϥ

ᴝᶚϬ  βϥ Ϭ ΰΨ ꜡βϥρρϜτʼ⌠

  ʾ ◊ ὂϬρϣΠϥάρΥπΦϥʻ

ᴝᶚἹ⌠ϥᶆ Ϭ › τ ᵔΰʼζχὛ ᴣ

Ϭ ḇ ΤτρϣΠϥάρΥπΦϥʻ

ꜛϣΥḇα︡μθὛ ᴣ Ϭᾠ῎ᴟΰʼ ρẶיּ

βϥάρΥπΦϥʻ

͏˵͍ʹϱЮ˔ЅϬⱱμο θσ ʼּז

ᵓʼⱲ Ϭ⌠Ϥ ΰοΜΨάρχ ᵔρ

ם

ꜛϣΥ Ϥ θᴝᶚτḩβϥṁ ꜡ʾṁ Ṫ Ϭṁ

τ ᾝβϥάρΥπΦϥʻ

ꜛϣχ ᾝϬẁḢ τꜛᾪ ΰʼᵠ τνσΫϥά

ρΥπΦϥʻ

ꜛϣχ ᾝτ βϥ יּ ᴣϬТϰ˔ЖНАϼΰʼᵠ

τνσΫϥάρΥπΦϥʻ

͏˵͎ʹꜛᾪχϱЮ˔ЅϞḇ Ϭ τיּ

Πʼ χ―ΠϜיּ Ϊ♁ϛ῀ΜτẸ

σЀЬвИϾ˔ЄдрϬ Ϧϥ

⌠ Ϟ ᾝᶨ τ ΰοʼ︠Ḣ ΤνẁḢ σ Ϭ

ΰꜛϣχ―ΠϬⱱνάρΥπΦϥʻ

χ―ΠϬיּ Ϊ ϦϥρρϜτʼꜛϣχ―Πρ

ΰʼӪᾋῖḊβϥάρΥπΦϥʻ

ꜛᾪχ―Πρ χ―ΠϬיּ ›ΰʼ θσᴣ ḢϬ

ϙ βϢΞẸ τЀЬвИϾ˔ЄдрϬρϥάρΥ

πΦϥʻ

͐˵͍ʹᴝᶚϞὛ χ ꜛˢל Ϟּזᵓ

τρμοχᴣ ˣϬ ớ τ―Πʼᾋ

ΦʼζχὫᴮϬ῎Ϥ›Πϥ

ᴝᶚϞὛ Υ ∕βϥӪṰτνΜοꜛ χ―ΠϬⱱν

άρΥπΦϥʻ

ᴝᶚϞὛ Υ ∕βϥӪṰτνΜο χ―ΠϞԁיּ

σᴣ ḢϬ ϤʼζϦϬꜛϣχ―ΠρὫόνΪϥά

ρΥπΦϥ

ꜛϣχ―ΠϬ Ϟԁיּ σᴣ Ḣρ ›ήδʼ θ

σᴣ Ḣρΰο τיּ ớ τ ΠϥάρΥπΦϥʻ

ᵓτזּʹ͎˵͐ ∕βϥⱧ ϞⱧ χᴣ

Ϭ ᶎτ ΰʼὺ τ︠ πΦϥ
ᴝᶚϞὛ Υּזᵓτ ∕βϥӪṰτνΜο‖ τꜛ

χӪᾋϬ ϓϥάρΥπΦϥʻ

ᴝᶚϞὛ ΥּזᵓτẉϖβֲốτνΜο‖ σӪᾋ

ϬⱱμοΣϤʼ ρẶיּ βϥάρΥπΦϥʻ

ᴝᶚϞὛ Υּזᵓτẉϖβֲốρ ∕ӪṰτνΜο‖

σӪᾋϬ︠ βϥάρΥπΦϥʻ

͑˵͍ʹᴝᶚΥʼꜛ χ ᶨϞּזᵓχὲ

ᴟτ‟ᾅπΦϥάρϬ ᵔΰʼζχθ

ϛτ“ πΦϥ

ᴝᶚϞὛ Υꜛ χ ᶨϞּזᵓτχὲ ᴟτ‟ᾅπΦ

ϥάρϬ ᵔΰ‖ τ︠ βϥάρΥπΦϥʻ

ᴝᶚϞὛ Υꜛ χ ᶨϞּזᵓχὲ ᴟτ‟ᾅπΦϥ

άρϬ τ︠יּ βϥάρΥπΦϥʻ

ᴝᶚϞὛ Υꜛ χ ᶨϞּזᵓχὲ ᴟτ‟ᾅπΦϥ

άρϬꜛϣχ ᾝᶨ π τיּ ΠϥάρΥπΦϥʻ

ᵓτזּʹ͎˵͑ ∕βϥⱧ ϞⱧ χ

ὂϬ ╔βϥάρΥπΦϥ

͑˵͏ʹᵃẠτ ΤϦθᴝᶚ ᴟϞ

Ϭ ΰʼζχⱱ τ‟ᾅΰϢΞρ

βϥ

͑˵͐ʹᵃẠρᾝ Ϭ ›ήδο θσ

Ⱨ ϞⱧ Ϭ ϙ ζΞρβϥ

ᾝ βϥᴝᶚϞὛ Ϭṁ τ ΰΜὛ Υ ΰοΜ

ΨӪṰτνΜο‖ σӪᾋϬⱱνάρΥπΦϥʻ

ᾝ βϥᴝᶚϞὛ Υ ϒρνσΥϥάρϬ ᶎτ

︠ βϥάρΥπΦϥʻ

ꜛϣχ ᾝᶨ πᵃẠρᾝ Ϭ ›ήδο θσᴝᶚ

ϞὛ Ϭ ϙ ζΞρβϥӪ ϬⱱμοΜϥʻ

͒˵͍ʹ ᴟήϦθЄрЩиΤϣἇ

Ϟ ὂϬ βϥ

ᴝᶚϞὛ Υ ᴟήϦθЄрЩиϬ◦Πϥᾖ χ

ԁνπΚϥάρϬ ᵔΰζχӪṰτνΜο‖ τ︠

βϥάρΥπΦϥʻ

ᴝᶚϞὛ Ϭ ᴟήϦθЄрЩиϬ◦Πϥ︣ ρΰ

οἇ σ ᾝρσϥ  ϬⱱνάρΥπΦϥʻ

ᴝᶚϞὛ Υ ᴟήϦθЄрЩиϬ◦Πϥ  Ϭἇ

⌠ ρΰο ᾝβϥάρΥπΦϥʻ

ᴝᶚϞὛ Υּזᵓτ ∕ΰοΦθ ◊ ὂρζχӪ

ṰϬʼꜛϣχ ᾝᶨ π τיּ ΠϥάρΥπΦϥʻ
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ˢExtensionsˣ

ל и˔УзАϼˢ ṁ ˣ

―Πʾṁ ꜡

ˢIdeasˣ

νσΥϤ

ˢConnectionsˣ

ῃ◕ ῃ‰ ᶘ ʹễᴬ ʿὛ ʹ ᴣὓᵊ

ᴝᶚϞὛ Υּזᵓτ ∕ΰοΦθ ◊ ὂτνΜο

ᵔΰ‖ τӪᾋϬ ϓϥάρΥπΦϥʻ

ᴝᶚϞὛ Υּזᵓτ ∕ΰοΦθ ◊ ὂρζχӪ

ṰτνΜο ᵵ ρΰο τיּ ΠϥάρΥπΦ

ϥʻ

Ɫלʾ

♠

ῃ◕ ῃ‰ ᶘ ʹễᴬ ʿ ◊ᴬʹ ᴣὓᵊ

◊ Ⱨ τṛ Ϭᾋ δϥʻ Ⱨ χ ԍϬ―ΠϥάρΥπΦϥʻ
χⱧ χ ԍΤϣẶ ϬᾋνΪʼṛ Ϭᾋ

βάρΥπΦϥʻ

Ⱨ χṛ Τϣ ӽʼᶆⱲ χ Ϭ πΦ

ϥʻ

◊ ὂρχḩϩϤΤϣⱧ Ϭ

―╔πΦϥʻ

Ⱨ χ ◊ ὂτνΜοʼ―ΠϥάρΥπΦ

ϥʻ

ӽέρχ ◊ ὂχḩ Ϭ―ΠϥάρΥπΦ

ϥʻᶆⱲ χ ὂΤϣḩ Ϭ―ΠϥάρΥπΦ

ϥʻ

◊ ὂχ―╔Τϣʼᴿ ᵔὨϒχ ᾠΥπΦ

ϥʻ

ˑσⱢ Ϭ ΰʼ ᶎτּ︡ג

ΰʼ ₰ʾ βϥάρΥπΦϥʻ
σⱢ Ϭ βϥάρΥπΦϥʻ ΰθⱢ Ϭḩ Ϊʼ ᶓʾ πΦϥʻ

ΰθⱢ Ϭḩ Ϊʼ ΰʼ ᵦχ ӽʼᶆ

Ⱳ χ ◊ Ⱨ Ϭ πΦϥʻ

◊ᶘ χ ᴮϬ ᶎτϘρϛ

οʼ βϥάρΥπΦϥʻ
ꜛ χ―ΠϬϘρϛϥάρΥπΦϥʻ χ―Πρיּ ᶓΰοꜛ χ―ΠϬ ᾝπΦϥʻ

ꜛχ―Πρיּ χ―ΠϬ ᶓʾᾁ ΰοʼϢϤ Μ

―ΠϬ Φ βάρΥπΦϥʻ

ⱱ ᴦ σּזᵓχΚϤ Ϭ ᾠβϥά

ρΥπΦϥʻ

ᶆ ӽϞᶆⱲ χ ˑσᴿ τνΜο―╔βϥάρΥ

πΦϥʻ

ᶆ ӽϞᶆⱲ χ ˑσᴿ τνΜο―╔ΰʼⱱ ᴦ

σּזᵓρΰο Ϥ νθϛχ ├τνΜο―Πϥά

ρΥπΦϥʻ

ᶆ ӽϞᶆⱲ χ ˑσᴿ τνΜο―╔ΰʼⱱ ᴦ

σּזᵓρΰο Ϥ νθϛχ ├τνΜοϘρϛο

ᾠβϥάρΥπΦϥʻ

ᴂ ʾϋϧΥϤ

ˢExtensionsˣ

ל и˔УзАϼˢ ṁ ˣ

―Πʾṁ ꜡

ˢIdeasˣ
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ᾝ

ˮ Ϭ Ψ˯

⁯῎ ›

ᾝ

ˮДϰЦ˔Еπ βϥ˯

ᾝ

ˮІС˔ЎϬβϥ˯

ˮꜛ χ ˯

ᾝ ͗

ˮ˰♆˱ χ ῎˯

ˮ ΤσΜϯз

τӪṰΥΚϥ˯

ˮ˰Ͻк˔Ниᴟ˱

χ χӰ ᴟ ᵔ˯

ˮ ϒχ ˯

ˮ╦ὮṜ˯

ƈЌϷиƉ

ᾥ ͗

⁯῎ ᾝ

ṁ

◊ ˮ ḋ ₴˯

ˮ χᾤ ˯

◓

ˮ ˯

◓

ˮˮ ♂ ˯˯

ІС˔Ў

Ϭβϥ

йЪ˔Е

Ϭ Ψ

ДϰЦ˔Е

Ϭβϥ

ᴿ ᾋ

ᴿ χ

ϙ︡Ϥ

ᴿ ᾋ

ДϰЦ˔Е

Ϭβϥ

ІС˔Ў

Ϭβϥ

Ӫᾋ Ϭ

Ψ

ᴿ ᾋ

йЪ˔Е

Ϭ Ψ

ᴿ Ϭ

ϙ︡ϥ

ᾝ

ӪᾋϬ ϓˮӪᾋϬ ϓϥ˯

◊͖

ᾝ ͗◊ᵓזּ

ᵦ◊͗

ᵦ◊͖

͗

ᵦ◊ϒ

χΜίσΜ

Ẕּזᵓρ

ᵦχԁ

ᴟρ

Ẕּזᵓρ

ρϜτ Φϥ

ᵓϬϛίΰοזּ

ᾝ χּזᵓ

ρ ḧ

♆θκχ

Φϥּזᵓ

♆θκχ

Φϥּזᵓ

ρϜτ Φϥ

ᵓϬϛίΰοזּ

♆θκχⱲ ρ ◊

ự χ ρ ᵦ

ᾝ χ ρ ᵦ

ᾝ χ

ρ ᵦ

ᵦ◊ϒχ

Ẕּזᵓ

χ

ự χ

Ἱ ρ ᵦ

ᵦ ṍχ ρ ᵦ

ᾝ χ ρ ᵦ

ˑσ ρ Ṫ

ᾝ ᵓχὉזּ

―╔

ᾝ ᵓχזּ

Ⱡ ―╔

ⱵƋὊↄ

ᾝ τ Φϥ

ḧρΰοχ

∕Ϥ Φ

ᾝ ρ

ḧρΰοχ

∕Ϥ Φ

ᾝ χ Ⱶ

ᾝ χὊↄ

ᾝ ᵓזּ

χ ᴿ

ˮЕжрІ

ЂϱϵрІχⱲ ˯
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₈ ≤ ₉─  

▪  

○地元呉市の企業・施設等の職場を見学させて頂くことで自己の在り方や生き方を探究する一助とする。 

○呉市立唯一の高校生として，呉の「地域産業」への理解を深め，郷土に対する誇りを持ち，郷土に貢献しよ 

うとする意欲を高める。 

ủ呉市において，環境に配慮するなど「持続可能な社会」を実現するための取組を行っている企業を訪問する 

ことで，「持続可能な社会」のために何が必要か，その視点を実際の現場での取組から学び，その成果を文 

化祭で発表するための企画を考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▬ ◐ꜗfiⱤ☻  

○大学の特色を理解させ，大学進学を考えるためには，ど 

のようなことに留意したらよいかを考えさせる。 

○自分にとって上級学校への進学とはどのような意味を 

持つのかを大学の説明を聞く中で考えさせる。 

 

►  

○多くの研究論文を聴くことを通して，自己を見つめフロ 

ンティアⅠ・Ⅱにつながるよう取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◄ ꜝ▬ⱨⱪꜝfi ה  

○これまでの進路学習のまとめとしてライフプランを作成す    

    る活動を通して，自らの進路について意識を高め考えを深める。 

○今後のフロンティアⅠ，Ⅱに向けて，調査活動のノウハウや自己 

    表現力の向上，パソコン機器の操作のスキルアップを図る。 

○他者の「ライフプラン」を聴く活動を通して，自分とは異なる価 

    値観・人生観を知り，自分の幅を広げる。 
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₈ ⌂ ─ ₉─  

▪ ₈ⱨ꜡fi♥▫▪з₉ 

Ẽ ⱪ꜡☺▼◒♩  

目 的：「フロンティアⅡ」に向けて，必要な力を身に付ける。（積極的に取り組む姿勢・課題発見力・情

報収集力・コミュニケーション力・データ分析力・プレゼンテーション力など） 

目 標：呉市の防災の在り方について，呉市危機管理課に提案する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

ủ ⱪ꜡☺▼◒♩ ─ 29  

  ᴿ ᾆẕχθϛχ  

5˗29ˢὮ  x
ʾ ם„←  ɔ

ˮꜛ χ Ϭ︢ϥθϛχ ← ꜡  ˯
Ψ  

ᴨṗ 

ẈỘ 

ʾῃ◕ ←ЈрЌ˔ᾆ  

ˮᴲ←˯ˮ ˯ˮ ᴲʾנ  ˯
Ψ  

9˗4ˢὮ  x ʾᾆ йЪ˔Еρ ←ϱЮ˔ЅЫАФχ⌠   

9˗6ˢ  x ʾ ˑσꜛ ←ᵲχЮϸИЇЭ Ψ  

9˗11ˢὮ  x ʾ←ᵲйЪ˔Еχ⌠  ʾR ᾋ  

10˗16ˢὮ  x

ʾ ←ФкЅϴϼЕᶘ χᵵ τνΜοˢ ᶘ  x

ʾ←ᵲτếΜϘκξΨϤχϱЮ˔ЅЫАФϬ⌠ βϥ 

ʾ ←ϯрϾ˔Еχ τνΜο―Πϥ 

Ψ ʾᴿ ᾋ  

10˗23ˢὮ  x

ʾ 26 ῃ◕ Ӫ꜡ ₰Ὣᴮχ  

ʾ ←ϯрϾ˔Е‮ χ τνΜοs ͟͠ Ϭ►Μ ϼ̓жІʾ

π―Πϥ  x

ᴿ ᾋ ЀʾЬвИϾ

˔Єдр  

10˗25ˢ  x
ʾῃ◕ḾṐḚ ᴿρχϯрϾ˔Е χ κ›ϩδ 

ˢФкЅϴϼЕз˔Ѝ˔  x

ᴿ ᾋ ЀʾЬвИϾ

˔Єдр  

10˗27ˢỲ  x ʾϯрϾ˔Е χὨ ˢФкЅϴϼЕз˔Ѝ˔  x ᴿ ᾋ ʾ  

10˗30ˢὮ  x
ʾϯрϾ˔Еם☼ χᶎ ΣϢό ᶤ  

 ̞ ϯрϾ˔Еṍḧˢ10Ὦ31 ˙11Ὦ13  x
 

11˗13ˢὮ  x
ʾϯрϾ˔Е ♠   ̞ ˙11Ὦ15  

ʾТкрГϰϯ ᾆẕ︠ τΰΪο 
ᴿ ᾋ  

11˗20ˢὮ  x ʾ ˰ Υ♂σσΜ ←˱χϘρϛ  Ϛ ʾϘρϛϥ  

11˗27ˢὮ  x ʾ ←Ӫ꜡ϯрϾ˔ЕὫᴮχ ˢϽжТΤϣ ϙ︡ϥ  x  Д˔Ќ  

12˗11ˢὮ  x ʾ ←Ӫ꜡ϯрϾ˔ЕὫᴮχ ˢᾖԍϞ ὂϬ ΰ›Ξ  x
Д˔Ќ ЀʾЬвИ

Ͼ˔Єдр  

͍ 1̠7ˢ  x
ʾῃ◕ḾṐḚ ᴿρχϯрϾ˔Е ⁮ʾ ῀ῖ  

ˢФкЅϴϼЕз˔Ѝ˔  x

ƲǅǀƤǄǃƩƖƢƔǃ ʾ
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ủ▬ⱷכ☺ⱴ♇ⱪ─  
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ủ ꜠ⱳכ♩─  

フロンティアⅠ 実施要項「防災プロジェクト学習 新書を読んで情報を収集する」 

 

１ 単元の目標  「防災」をテーマにして，課題発見・解決のためのスキルを身に付けさせ，「フロンティア

Ⅱ」の個人研究につなげる。（個人研究である卒業研究に向けて，グループの形で研究の手

順やスキルを習得させる。） 

２ 実 施 日  平成29年11月20日（月）７限 

３ 場   所  各ホームルーム教室 

４ 本時の目標  新書を読んで，知識を得るとともに，筆者の主張を理解し，それに対する自分の考えを述べ

る。（【責任】《批判》） 

本時のＥＳＤの視点とフロンティアⅠの指導目標との関連表 

 ＥＳＤの視点 ＥＳＤの内容 フロンティアⅠの指導目標 

構

成

概

念 

Ⅵ責任性【責任】 
持続可能な社会は，多様な主体が将来像に対す

る責任あるビジョンをもち，それに向かって変

容・変革することにより構築されること。 

●課題解決のスキルを身に付ける 

・学習や生活の中で見付けた課題を解決す

るため，各教科・科目及び特別活動で身に

付けた知識や技能等を相互に関連付け，総

合的に解決しようとする能力や態度を養

う。【相互】《多面》 

能
力 
・ 
態
度 

①批判的に考える

力《批判》 

合理的，客観的な情報や公平な判断に基づいて

本質を見抜き，ものごとを思慮深く，建設的，

協調的，代替的に思考・判断する力。 

５ 本時の内容  ・新書『人が死なない防災』の第３章と第４章を読み，内容をメモする。 

・筆者の主張をまとめる。 

・筆者の主張に対する自分の意見や感想をまとめる。 

６ 準 備 物  ・新書『人が死なない防災』 

・プリント「新書を読んで情報を収集する」（Ａ３サイズ１枚） 

 

 学 習 活 動 指導上の留意点 

導入 

５分 

・本時の内容について確認する。 

 

・新書とプリントを配付する。 

・本時の目標と内容についてプリントを用いて説明する。 

・その際に，参考文献から情報を得る際に，文献からの内

容なのか，自分の考えなのかがわかるようにまとめるこ

とが重要であることを伝える。（フロンティアⅡでも同

じこと。） 

 

展開 

40分 

 

 

・新書の全体像の説明を聞き，第

３章と第４章のどちらかを選

び，読みながらプリントに記入

する。 

○まず，②③を記入する。（20～

25分） 

○次に，④⑤を記入する。（10分） 

○最後に，⑥を記入する。（５分） 

・机間巡視しながら，生徒の状況を把握する。 

・１ページ約30秒程度のペースで読み進める。（約15分）

それに加えてメモするのに５～10分を要する。 

・時間を指示してできるだけ時間内にやらせるようにする。 

・⑥を書く前あたりで，よく書けている生徒がいれば，④

⑤について発表させてもよい。 

まとめ 

５分 

・次回以降の予定を聞く。 

 

・アンケート結果入力の状況を確認し調整する。 
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＜新書レポートの取組で使用したプリント（抜粋）＞ 
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ủ ▪fi◔כ♩─ ה ה  

▪fi◔כ♩ 
 

わたしたち呉市立呉高等学校２年生は，学校の授業で防災について学習しています。 

以下の目的でアンケートを行いたいので，ご協力よろしくお願いします。 

  

   ȠɱȯɶɆ șѝ Ǟ⁸ע Ӿ ǯ Ǟǭ˹♥ǵ ǲ☻ ǭȒƳ 

     Ħ ⁸עẆǵɅɶȽȉѝ ǲ ǜǢǭǋǦǧǔȅǠƳ 

  

各項目について，あてはまる番号一つに○をしてください。  

 

 

 

■あなたの性別をお聞かせください。  １ 男性   ２ 女性 

 

■あなたの年齢をお聞かせください。 

１ 10歳代   ２ 20歳代  ３ 30歳代  ４ 40歳代  ５ 50歳代 

６ 60～64歳  ７ 65歳以上 

 

■あなたの家の郵便番号をお書きください。      － 

 

■あなたの家の立地状況をお聞かせください。（※ ゆるやかな傾斜地は平地とする） 

１ 平 地（マンション・アパートの３階以上） 

２ 平 地（１以外） 

  ３ 傾斜地（マンション・アパートの３階以上） 

  ４ 傾斜地（３以外） 

 

 

 №⌂√─ ╪≢™╢ ─ ─ ⌐≈™≡  

 Ａ あなたの住んでいる地域の避難訓練について 

  １ 特別なことがないかぎり参加するようにしている 

２ 参加したいと思っているが用事と重なって参加できないことがある 

３ 誘われたら参加するが進んで参加しようとは思わない 

４ できることなら参加したくない 

 

 Ｂ 大雨のときの避難場所 

  １ 知っている（大雨のときに危険な場所を避けて避難するように考えている） 

  ２ 知っている（どの道をとおって避難するか考えたことがある） 

  ３ 知っている（避難経路までは考えていない） 

  ４ 知らない 

 

 Ｃ 津波を伴う大地震が起きたときの避難場所 

１ 知っている（地震のときに危険な場所を避けて避難するように考えている） 

  ２ 知っている（どの道をとおって避難するか考えたことがある） 

  ３ 知っている（避難経路までは考えていない） 

  ４ 知らない 

     ※ 裏面もあるのでお願いします。 
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 ─ ⌐≈™≡ 

あなたの家では家具の固定をしていますか 

１ ほぼ固定している 

２ 一部固定している 

３ まったくしていない 

 

 Ɫ◙כ♪ⱴ♇ⱪ ה ה ה Ɫ◙כ♪ⱴ♇ⱪ ⌐≈™≡ 

Ａ あなたの住んでいる地域のハザードマップについてどれを見たことがありますか 

 （※ あてはまるものすべてに〇をつけてください） 

１ 土砂災害ハザードマップを見たことがある 

２ 洪水ハザードマップを見たことがある 

３ 高潮ハザードマップを見たことがある 

４ 津波ハザードマップを見たことがある 

５ 聞いたことはあるがどれも見たことがない 

６ 聞いたことも見たこともない 

 

  Ｂ あなたの家が危険区域に指定されているかどうかを知っていますか 

１ 知っている      ２ 知らない 

 

 

 ─ ∟ ⇔ ה ה ♩▬꜠ ⌐≈™≡ 

１ 家の中で非常持ち出し品の置いてある場所を知っている 

２ 非常持ち出し品は準備しているが置いてある場所は知らない 

３ 非常持ち出し品として準備はしていない 

４ 準備してあるかどうかわからない 

 

₈ ♃כ♦ ₉₈ ─ ⅝₉₈ ♥꜠ⱱfi◘כⱦ☻₉⌐≈™≡ 

  Ａ ＮＨＫデータ放送（リモコンのｄボタン）による避難情報・災害情報について 

１ データ放送を使ってなるべく見るようにしている 

２ データ放送を使って見ることはあまりない 

３ データ放送を使って見たことはないが知っている 

４ データ放送で情報を入手できることを知らなかった 

 

  Ｂ 呉市の「保存版 避難の手引き（大雨編）」について 

※ 呉市在住の方だけ答えてください    

１ すぐに見られる場所に置いてある 

２ 置いてある場所はわからないが見たことはある 

３ 家に置いていない 

４ わからない 

  

  Ｃ 呉市指定のゴミ袋に「防災行政無線テレホンサービス」の電話番号が記されていることにつ

いて  ※ 呉市在住の方だけ答えてください 

１ 知っている    ２ 知らない 

 

 

お忙しい中，アンケートに御協力くださり，ありがとうございました。 
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▪fi◔כ♩ 29 11  

 

 

年代別（１０歳～，２０歳～，３０歳～，４０歳～，５０歳～，６０歳～，６５歳～）集計結果より 

 №⌂√─ ╪≢™╢ ─ ─ ⌐≈™≡  

Ａ あなたの住んでいる地域の避難訓練について 

 １ 特別なことがないかぎり参加するようにしている 

２ 参加したいと思っているが用事と重なって参加できないことがある 

３ 誘われたら参加するが進んで参加しようとは思わない 

４ できることなら参加したくない 

１， ２の合計より，１０代２０代の意識は低いが３０代以降意識は高い。６０歳～，６５歳～は減少。 

→学校での講演会などをする回数を増やしたり，防災教育を行う時数を増やす。 

６５歳～は１が一番多いが，４（できることなら参加したくない）も一番多い。高齢による体の衰えもあるかも

しれない。 

Ｂ 大雨のときの避難場所 

１ 知っている（大雨のときに危険な場所を避けて避難するように考えている） 

 ２ 知っている（どの道をとおって避難するか考えたことがある） 

 ３ 知っている（避難経路までは考えていない） 

  ４ 知らない 

４（知らない）は，年代が上がるにつれ減る傾向にあるが，６５歳～は増えている。 

１，２の合計は，年代が上がるにつれ増加の傾向があるが，６５歳～はやや減少している。 

１は，年代が上がるにつれ増加の傾向があり，６５歳～が最も多い。 

※ ３０歳～以上の人たちは実際に経験している回数が多いからと考えられる。 

Ｃ 津波を伴う大地震が起きたときの避難場所 

１ 知っている（地震のときに危険な場所を避けて避難するように考えている） 

 ２ 知っている（どの道をとおって避難するか考えたことがある） 

 ３ 知っている（避難経路までは考えていない） 

 ４ 知らない 

４（知らない）は，年代が上がるにつれ減る傾向にあるが，６５歳～は増えている。 

１，２の合計は，年代が上がるにつれ増加の傾向があるが，６５歳～はやや減少している。 

１は，年代が上がるにつれ増加の傾向があり，６５歳～が最も多い。  

   ※ 実際に呉市に津波が来たことがないため，危機感がない。 

※ Ｂとまったく同じ傾向，Ａもほぼ同じ傾向ととれる。 

 

 ─ ⌐≈™≡ 

あなたの家では家具の固定をしていますか 

１ ほぼ固定している   ２ 一部固定している  ３ まったくしていない 

※ 年代別での分析はしていません。 

 

 Ɫ◙כ♪ⱴ♇ⱪ ה ה ה Ɫ◙כ♪ⱴ♇ⱪ ⌐≈™≡ 

Ａ あなたの住んでいる地域のハザードマップについてどれを見たことがありますか 

 （※ あてはまるものすべてに〇をつけてください） 

１ 土砂災害ハザードマップを見たことがある 

２ 洪水ハザードマップを見たことがある 

３ 高潮ハザードマップを見たことがある 

４ 津波ハザードマップを見たことがある 

５ 聞いたことはあるがどれも見たことがない 

６ 聞いたことも見たこともない 
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１～４（ハザードマップを見たことがある）が多いのは１０歳～で，一番少ないのは２０歳～，以降徐々に増え

ていくが，高齢（６０歳～６５歳～）になると減少している。 

→１０歳～が多いのは学校で見ているから，高齢者が少なくなっているのは，ハザードマップの意味が分から

ない人が多いのではないか。 

 

Ｂ あなたの家が危険区域に指定されているかどうかを知っていますか 

１ 知っている      ２ 知らない 

２は，年代が上がるにつれは減る傾向にあるが，６５歳～は増えている。 

１は，年代が上がるにつれ増加の傾向があるが，６５歳～はやや減少している。 

   → 災害に遭うことが少なく，若い世代では危険区域という言葉を知っている人が少ない 

 

 ─ ∟ ⇔ ה ה ♩▬꜠ ⌐≈™≡ 

１ 家の中で非常持ち出し品の置いてある場所を知っている 

２ 非常持ち出し品は準備しているが置いてある場所は知らない 

３ 非常持ち出し品として準備はしていない 

４ 準備してあるかどうかわからない 

過半数以上が知らないし準備していない。 

４（知らない）は，年代が上がるにつれ減る傾向にあるが，６０歳～，６５歳～は増加の傾向がある。 

１は，年代が上がるにつれ増加の傾向があるが，６０歳～，６５歳～は減少の傾向がある。 

２は，１０歳～２０歳～が多い。両親が準備管理している場合が多いと考えられる。  

※ １０歳～は災害の経験が少ないため災害への関心が低い。 

※ 家族間の連携が必要である。 

₈ ♃כ♦ ₉₈ ─ ⅝₉₈ ♥꜠ⱱfi◘כⱦ☻₉⌐≈™≡ 

Ａ ＮＨＫデータ放送（リモコンのｄボタン）による避難情報・災害情報について 

１ データ放送を使ってなるべく見るようにしている 

２ データ放送を使って見ることはあまりない 

３ データ放送を使って見たことはないが知っている 

４ データ放送で情報を入手できることを知らなかった 

４（知らない）は，６５歳～が一番多い。 

１，２の合計は，年代が上がるにつれ増加の傾向があるが，６５歳～はやや減少している。 

１は，１０歳～が一番多く，２０歳～３０歳～が少ない。年代が上がるにつれ増加の傾向があるが，６５歳～は

減少している。 

１０歳～が多い → 休校等の確認のため。 

２０歳～３０歳～が少ない → 朝の時間に余裕がないこと等が考えられる。 

              携帯が普及して，それで見る人が増えたかもしれない。 

４０歳～が見ることが多くなるのは，親である人が多いからと予想される。 

 

Ｂ 呉市の「保存版 避難の手引き（大雨編）」について 

※ 呉市在住の方だけ答えてください    

１ すぐに見られる場所に置いてある 

２ 置いてある場所はわからないが見たことはある 

３ 家に置いていない 

４ わからない 

４（わからない）は，年代が上がるにつれ減る傾向にあるが，６０歳～，６５歳～は増えている。 

１，２の合計は，年代が上がるにつれ増加の傾向があるが，６５歳～は減少している。 

１は，５０歳～，６０歳～，６５歳～が平均値より高い。 

   → 若い世代は電子機器で情報を得ることができるから，６５歳～は，電子機器を使うより，紙で見た方

が分かりやすいから。 
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   → 高齢者は市役所や支所に訪れることが多いので目にする機会が多い。 

   → 宣伝が少ない。 

   → 近年，台風が通過することが少なく，大雨が降ることがなかなかないので，危機感が少ない。 

Ｃ 呉市指定のゴミ袋に「防災行政無線テレホンサービス」の電話番号が記されていることについて 

  ※ 呉市在住の方だけ答えてください 

１ 知っている    ２ 知らない 

全体的に数値は低いが，年齢を重ねるごとに徐々に上がる傾向にある。 

 

ὓὫᴮϢϤ Τϥάρ 

１．２０代～３０代の若年層は防災に対する意識が低い。 

２．６５歳以上の人では，意識が高い人も増えるが，同時に意識の低下が見られる。 

 

₈ῇʼ ← ιρ◘Ξάρ 

→ 呉市の行政は避難の手引きや防災行政無線，テレホンサービス等，避難に必要なものは定期的に配るなど

の対策を取るべきである。 

→ 家族で防災の知識を話し合う。 

→ すべての人々が防災の意識を高めるために，新聞などに防災のチラシを入れる。 

→ すべての年齢の人々が，防災ということに同じ高さの意識をする必要がある。そのために人生においての

災害の経験が多くある高齢層が若い世代と災害の怖さ，恐ろしさを共有するなどの必要がある。 

→ 袋には電話番号と，どこに繋がるかだけを書くべき。 

→ 防災に対する宣伝や講習など，知ってもらう機会を増やす。 

→ 家庭で避難経路について一度じっくり話す機会を持つ。 

→ 地域のハザードマップ（すべての種類）を一冊の冊子にまとめて一家庭に一冊置く。 

→ 参加しやすいように避難訓練を休日に行う。 

→ 子どもたちだけでなく高齢者の認知度も低いことが分かったので，その二つの世代を中心に分かりやすい

ようすればよいのではないか。 

→ ゴミ袋へのテレホンサービスの案内はもう少し大きくした方がよい。気づいてもらいにくい。また，販売

場所に，テレホンサービスの案内をわかるように明記したゴミ袋の写真（厚紙にプリント）を掲示しておけ

ば，意識が広がるのではないか。 

 

 

←プロジェクトリーダーによる 

呉市危機管理課へのアンケート分析結果の報告会 

 

 

 

 

         

 

防災プロジェクト学習の 

まとめ報告会 → 
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ủ ⱪ꜡☺▼◒♩ ─ ─  
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ủ ♩כ◦ 30 ₈ ─ ⌐≈™≡ ⅎ╢ⱪ꜡☺▼◒♩ ₉  
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▬ ₈ⱨ꜡fi♥▫▪и₉ 

本校では，卒業研究（個人研究）において，生徒にＥＳＤの視点を取り入れさせており，研究主題設定の

理由及び内容について，下記のように生徒に記述させている。 

ＥＳＤの構成概念（課題を見出す視点）として取り入れている理由および内容について，文末にその

視点を記すこと。 ※ ローマ数字や○多や【多様性】でもよい。 
  

○ＥＳＤの構成概念【Ⅰ多様性  Ⅱ相互性  Ⅲ有限性  Ⅳ公平性  Ⅴ連携性  Ⅵ責任性】 
  

ＥＳＤの構成概念については，論文をまとめる際も同様にＥＳＤの視点を明記させている。 

以下に，フロンティアⅡ（卒業研究）研究主題の一部を掲載する。 

 

 

 

 

 

阿賀湾河口のプランクトンの季節変化について 地域の特性に適した土壁の選び方～土壁の特性を生かして伝統建築を守る～

災害救助活動とは～高齢者や障害を持つ方々の救助法～ 私達が向き合う防災・減災～多くの観点から見えるもの～

安心・安全の町づくり～交通事故ゼロを目指すために～ 商品開発から地域活性化へ

持続可能なまちづくりに向けて～災害に負けない為に～ 肺炎の症状と予防法～子供と高齢者に着目して～

言語発達遅滞の療育方法について～遊びながら学ぶことばの指導～ 味覚を改善させる食事法

乳がん検診に行こう！　～受診率を上げるために～ 質のよい睡眠をとるために

構音障害の子供に必要な訓練～楽しいトレーニング法～ 人種による歯の色の違い

遊びの教育的効果について～モンテッソーリ教育に着目して～ 幼児向けの片付け方の工夫

お酢を使っておいしく減塩 看護師に必要なコミュニケーション力とは
～高校生と看護学生の意識の違いから～

食材の特徴を生かした食べ合わせ～呉の農水産物～ 宮島の歴史　～世界遺産になるまでの歴史・今後の保存方法～

子供の発達と環境づくり～四季折々の壁面構成を楽しもう～ 放射線は敵か味方か

子供の言語力の発達～絵本の影響～ 助産所における課題について

認知症の緩和　～日常でできるリハビリを中心に～ きれいな海を守るために～生活排水による汚染を減らす工夫～

呉市の子育て支援について～子育てサークル活動から広がる輪～ 生活習慣病と歯の健康の関係について
～全身の健康は“健口”から～

遊びながら勉強するには～子供が楽しく学ぶ方法～ オリジナルレシピから島おこしへ～大崎下島の特産品を利用して～

幼児期に必要な能力を育てる教育方法～リトミックが促す能力～ 幼児に効果的な声かけ～男女の脳の違いを知る～

様々なイベントとその効果について 出産時から産後にかけてのケアについて

町おこし・地域活性化のための方策～地域のイベントを中心に～ 魅力的なイラストの描き方～市呉キャラクターをデザインする～

初期認知症高齢者への支援～作業療法の有効性～ 高齢者が輝くレクリエーション‼～高齢者を楽しませる達人になる～

下蒲刈島における医療について 新たな観点からみるアパレルブランドのあり方

これからの子育て支援の在り方について～預かり保育の必要性から～ 「U.T.I.K.」と呉～アパレルブランドによる地域再創～
言語発達遅滞の療育に関する考察 ～児童発達支援で言語療法を取り入れるには～ ドクターヘリの過疎地で期待される効果

超高齢社会における理学療法士のあり方 呉観光客増加計画　～成功事例と比較して～

計算力をつけるために～分数に着目して～ 江田島魅力発信プロジェクト～江田島オリーブによる染色～

天気図からみる今と昔の気象 子どもが夢を持てる社会に向けて～ＹＹＹの活動を通して～

認知症高齢者と家族への支援～ユマニチュードを用いたケア～ 方言の変化～約60年でおきた方言の移り変わり～
高校生への減塩教育　～あなたは本当に減塩について知っていますか～ 食と健康～栄養バランスのとれた食事で元気に～

健康であり続けるためには～ランニング・ウォーキングから考える～

中高生向けのラジオから考える　人をひきつける話し方

なぜカープは強くなったのか

外国人へのおもてなし～広島観光ツアー～

伸びる！楽しむ！ノート術！～小学生から続けられるノートづくり～

野菜を使ったスイーツ！！

今と昔の医療制度や社会保障の比較～少子高齢化の視点から～

子どもの外遊び～現代の子どもについて～
エプロンシアターの可能性を探る
～エプロンシアターの制作を通して～

人の心をつかむサービス法～ホテル業の観点から～

₳ 30 ₴↓Ћ̱ ̝ǵ ǵ ἧ 
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ủⱨ꜡fi♥▫▪и  

 

 

 

 

₈ ⱪ꜡☺▼◒♩ ╢╟⌐Ⱪכꜞ○ ₉ 

 

研究者  

指導者      先生 

 

з  ─  

江田島市で新たな特産品として推奨しているⅢオリーブを使用した工芸品を発案し，

Ⅴ江田島市役所オリーブ振興室と連携し，江田島の魅力発信プロジェクトの一環となる

よう探求する。またⅡ実際にそれを自分で作ってみることで問題点や改善点を明らかに

し，オリーブ製品を工芸品として利用するに当たっての問題点などを調べる。 

 ＥＳＤの構成概念 Ⅰ多様性 Ⅱ相互性 Ⅲ有限性 Ⅳ公平性 Ⅴ連携性 Ⅵ責任性 

и ♥כⱴ ─  

江田島では新たな特産品としてオリーブを推しており，中でもオリーブオイルの品質

は高く評価されている。江田島には牡蠣殻を使った焼き物があるが，わが故郷の魅力を

さらに知ってもらうためにオリーブを使った工芸品を制作することができないかと考え，

本テーマを設定した。 

й   

  

（１）江田島市について調査・研究 

（２）江田島と他県のオリーブ製品の比較調査 

（３）染色方法に関する情報収集 

（４）オリーブの葉による染色（実践） 

（５）オリーブ製品の実用性及び実現性についての検証 

ה  ה  

⌐≈™≡ 

 ：名称 広島県江田島市面積 100.70 km²，人口約

22000人，平成 16 年に安芸郡江田島町，佐伯郡能美町，沖美

町，大柿町が合併し，江田島市として市制施行。・市花はキ

ク，市木はサクラ，市魚カキ。特に菊の電照栽培が盛ん。 

Ⱪ⌐≈™≡：オリーブは新たな名産として江田島市が推している。またオכꜞ○ 

リーブで地域を元気にする活動として「安芸の島の実」プロジェクトが推進されて

おり，その中心となっているのが江田島市である。 

≤ Ⱪכꜞ○─ ─  

Ⱪכꜞ○─   

江田島市ではアンテナショップ「江田島オリーブファクトリー」で様々なオリー

ブ製品を展開している。（代表的な商品：安芸の島の実プレミアム江田島搾り）スポ

ーツの世界でも「オリーブ冠」を提供しており羽生結弦選手らにも提供している。

しかし，主力商品は食物関係である。 

Ⱪכꜞ○─   

香川県小豆島はオリーブ栽培のパイオニアである。様々な製品を作っており，オ

リーブオイル等主力商品以外にも染め物等衣類や雑貨等も積極的に手掛けている。 

 ─ ─ ⌐≈™≡ 

現在は食品関係及び化粧品等，オリーブオイルを使用したものを商品化している

が，枝や葉についてはその現物を利用しているものが多い。今後は枝や葉を使用し，

新たな商品展開が可能であると考え，枝葉を染料として利用することを提案する。 

⌐≈™≡─  

インターネットでオリーブによる染色についての基本知識を収集した後，染色に

関する基本技法について文献を使用して習得した。（詳細は次項） 

○○ ○○ 

川口 靖子 
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─Ⱪכꜞ○ ⌐╟╢  

─Ⱪכꜞ○  ─ 自力では染色に使うオリーブの葉の入手が困難だった為，

６月に江田島市オリーブ振興室に相談した。オリーブは５～６月ごろに開花し実を

つけるので，木への影響を考えて夏にモデルオリーブ園（江田島市管理）にある木

の枝葉を譲っていただけることになった。8 月，振興室の職員の方々と共に柿浦モ

デルオリーブ園へ行き，45L ゴミ袋１袋分のオリーブの枝葉を集めて譲っていただ

いた。 

  

ₒ ₓ大なべ×2，オリーブの葉（45L ゴミ袋 1 袋分の枝葉から葉だけをとる），

タオル（濾過用），木綿布（ハンカチ）×4，豆乳適量，焼きミョウバン 7g 

ₒ ₓ① 布を精錬して不純物や糊をとる。 

② 草木での染色の場合，綿は染まりにくいため豆乳（タンパ

ク質）で下地染めをする。 

③ 弱火で約 60分オリーブの葉を煮て，液を作る。薄口醤油

のような色になったら完了。使用した葉は約 400枚。 

④ ③の液をタオルで濾過し，50℃位まで冷ます。 

⑤ 7g の焼きミョウバンを 3Lの湯で溶かす。 

⑥ ④のオリーブ液に木綿の布を入れ，時々混ぜつつ弱火で 15 分煮る。 

⑦ 布を取り出して絞り，⑤の液に 15 分入れて媒染（色素を繊維に定着・発色させ

る）する。その後，布を取り出して水洗いする。 

⑧ ⑥→⑦→⑥の順で作業を繰り返し，その後，布を取り出して水洗いする。 

⑨ 中性洗剤を使用した後，洗濯機の柔軟仕上げで洗い脱水し，陰干しする。 

Ⱪכꜞ○ ─ ┘ ⌐≈™≡─  

今後製品化に向けて，オリーブの開花時期を避け，根の休眠している１～３月頃

に必要量を試算して計画的に剪定することが重要である。また，オリーブは天然染

料のため染め上がりにムラができてしまう。しかし均一な染め方をするより，製品

の個体差を特性にしたほうが商品としては面白いと思う。今回個人で作成したため

出来上がる数も限られていた。しかし素材の確保を前提に雑貨として製品化し，地

域イベントでの少数販売からなら実現可能と考える。 

к   

素材の確保ができればオリーブ工芸品も制作可能であることが分かった。一方でオリ

ーブの提供元となる栽培者や製品の製造者等，人的確保とそれをチームとしてプロデュ

ースすることで初めて製品となることも実感した。今後オリーブ栽培者や地域の作家，

企業が協力することで新たにさまざまな製品を開発すれば江田島のオリーブの魅力を発

信することは可能であり，一人の江田島市民として私も今後関わっていきたい。  

л  ─  

江田島市オリーブ振興協議会は，オリーブ栽培者への苗木の助成配布を行っているが，

オリーブ栽培の知識がまだ浸透していないため，虫害や病気で木が枯れ，助成配布され

た木の７割程度しか育っていない。また，江田島のオリーブ製品と地元企業の製品と組

み合わせての江田島独自のオリーブ製品の開発や，地域イベントでの販売や既存のプロ

ジェクトの利用といった販売ルートの確保も，まだ開発の余地があると思う。例えば以

前栽培していた江田島産綿花を復活させ，オール江田島産の製品を作るのも魅力的では

ないかと思う。今後は 1908 年から 100 年近くオリーブ栽培が続いている香川県小豆島

のオリーブ栽培や商品化プロジェクトを参考にし，オリーブ栽培の技術向上や新たなオ

リーブ製品の開発について研究を継続したい。 

м ┘  

・江田島市オリーブ振興室 広島県江田島市大柿町大原 505 tel  0823- 43- 1643 

・江田島市役所（2017），『江田島人物図鑑』，江田島市役所企画部交流促進課 

・「剪定枝でオリーブ染めに挑戦」〈http://blog.goo.ne.jp 〉 2018年 6 月 21 日アクセス 

・染織と生活社（1981）『染織技法入門』，木村光雄・潮隆雄・高橋誠一郎共著   他  
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₈ ₉─  

ア 総合「防災」の概要 

○授業の概要 

    ３年次選択科目（２単位）であり，平成29年度選択者は19名（平成30年度は６名）である。 

○授業の目標 

講義と実習を通じ，防災に関する知識を学び，地域課題の発見と課題解決への道筋を探ることを通して，

将来，地域の防災リーダーとして社会に貢献できる人材の育成を図る。 

イ 授業の実施方法について 

○教科横断的な学び，これまでに身に付けた知識・技能を生かした学びとするために，原則として全教科

が授業を分担して担当する。平成29年度については，国語科・理科・家庭科から主担当を出し，それ以

外の教科等の協力を得ながら実施した。 

○生徒の課題発見・解決学習となることを意識して，内容を検討し構築する。演習等の活動を多く取り入

れ，生徒からの提案・実践・見直しへとつながる学びとする。 

○連携可能な機関に協力を依頼したり地域の方との意見交流の場を持

ったりして，地域・社会とつながることを取り入れる。 

ウ 学習内容 

 ○平成29年度 

  ①ＥＳＤの視点からの学校の防災課題発見 

  ②呉市危機管理課・呉市消防局・自衛隊による講義・実習 

  ③理科教員による地震のメカニズム講座 

  ④防災アドバイザーによる講話 

  ⑤防災センター体験 

  ⑥呉市危機管理課による阿賀地区図上訓練 

  ⑦アガデミア津波避難訓練の企画・実施・発表 

  ⑧火災避難訓練の運営・生徒への啓発 

  ⑨防災かるた作成・エコクッキング 

○平成30年度 

    ⑩阿賀の町めぐり・避難所（原小学校）までの経路確認 

⑪原小学校の児童と「防災」町歩き 

⑫「災害にそなえて」呉市消防局による講話 

⑬「避難所生活・ロープワーク」自衛隊による実習・講話 

⑭乾パンのおいしい食べ方の実習 

 ⑮西日本豪雨災害を受けて被災体験共有  

    ⑯文化祭における避難訓練啓発 

    ⑰アガデミア津波避難訓練においてステージ発表・自衛隊と連携 

    ⑱阿賀冠崎地区の被災についての講話・現地訪問 

⑲火災避難訓練における生徒への啓発活動 

⑳救急救命講習 

 

 

 

 

 

⑪ 

⑬ 

⑯ 

⑱ 

⑧ 

⑦ 

⑥ 
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─  

  ▪ 28 29  

 平成28年度  平成29年度 

育てる

生徒像 
主体的・自律的学習者 主体的・自律的学習者 

研究 

主題 

「言語活動の充実を通して思考力・判断

力・表現力を育成する―自己決定の場を

与える工夫を通して―」 

〇副題設定により授業改善に効果があ

るので今年度も継続する。主体的な学び

を取り入れた授業づくりを通して思考

力を育成する。 

「言語活動の充実を通して思考力・判断力・

表現力を育成する―ＥＳＤの視点を取り入れ

る・ＩＣＴを活用の活用を目指す―」 

〇今年度も「学びの変革」アクションプラン

に基づき，主体的な学びを取り入れた授業づ

くりを通して思考力を育成する。副題には，

今年度より重点事項であるＥＳＤの取組及び

ＩＣＴの活用を設定する。 

改善 

事項 

平成27年度の課題 

〇研究協議会の記録・研究紀要の記述か

ら 

・授業の直後だけでなく，長期的なスパ

ンの振返りができているか，より一層の

教科会の充実が必要である。 

・生徒の変容を見取る評価についてもっ

と研修し評価の改善を具体的にしてい

く必要がある 

・授業を行う前には，教材の分析・解釈

を通して教材の持つ教育的価値や文化

的価値を引き出し，課題の設定や発問の

構成を行う必要がある。 

平成28年度の課題 

〇研究協議会の記録の記述から 

・事前アンケートによる生徒の実態把握がな

されており,その結果を活かした単元の設定

や授業展開がされている教科もあるが，昨年

度も研究協議会及びその後の検証の深まりに

差が見られた。より一層の教科会の充実が必

要である。 

・授業仮説には本時だけの検証はできないも

のもあり，事後の指導において継続して検証

していく必要がある。 

 

 

▬ 30  

＜授業研究の方向性＞ 

平成 30年度は，昨年度に策定した「呉市立呉高等学校生徒に必要とされる資質・能力」を授業・諸活

動で意識し，引き続きＥＳＤの視点をもって授業・諸活動を展開していく。 

また，「課題解決に向けて自ら進んで活動し，思考・判断した過程や結果を自分の言葉で表現できる」

生徒を育成することで，生徒を「自律的学習者」に変えていく。そのための手立てとして仮説を立て授業

を行い，生徒の課題意識や行動の変容について評価していく。研究主題の仮説に基づき授業づくりを行う

とともに，目標の達成状況を見取る評価の工夫について研究を深めるために，教科会の充実を図り，その

工夫を全体のものとしていく。「主体的な学び」という視点からも授業を捉え直してきたが，できるだけ

ＩＣＴを活用し進めていくことで授業改善を図る。 
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＜授業研究の流れ＞ 

 授業改善研修会 個別の研修 教科会による研修 課題と今年度の推進 

1学期 ○５月 17 日サテライ

ト研修「ＩＣＴを活用

した授業に向けた取組

について」講座（１回

目） 

○６月12日（交流週間

実施要項，授業改善の

研修・ＥＳＤの視点を

取り入れた授業の取

組） 

 

〇[授業交流１回目]  

６月18日～７月19日 

・全員による学習指導案

（略案と仮説の提示のみ）

の提出 

・各自一つ以上参観（他教

科含む），授業交流報告書

提出 

 

 

 

 

 

 

 

 

○各科目の評価計画・年

間評価計画の作成 

 

〇[公開研究授業]の授

業者・授業科目・授業日

の設定 ６月22日まで 

 

 

 

 

 

 

 

○他教科教員の参加推進 

○国研指定事業の取組と

して，ＥＳＤの視点を取り

入れた授業を略案の指導

案を作成し，互いに検証す

る。 

２学期 ○８月８日ＥＳＤ研修

会（授業交流１回目の

振り返り等） 

 

 

○11月 28日ＥＳＤ研

修会 

・授業交流２回目の振

り返り 

・国研指定事業成果発

表会に向けて 

 

○12月７日国研指定事

業成果発表会 

〇[授業交流２回目]  

９月３日～11月２日 

・全員による学習指導案

（略案と仮説の提示のみ）

の提出 

（管理職による授業参観，

指導案提示・参観自由） 

・各自一つ以上参観（他教

科含む），授業交流報告書

提出 

 

〇公開研究授業の参観 

○各科目の評価計画・年

間評価計画の作成 

 

〇[公開研究授業]  

９月３日～11月２日 

・各教科グループから一

つ（呉市教育委員会によ

る研究協議会の助言）日

時は教科で設定 

 

・研究授業における教科会

の一層の充実を図る。 

・授業交流１回目の振り返

りをもとに２回目の指導

案を作成する。 

 

 

３学期 ・まとめ 

研究紀要の作成  

 ・授業研究のまとめ（そ

の後の検証，次年度の課

題（教科会）） 
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► ─  

①ＥＳＤの構成概念（課題を見出す視点）を明記 

②学習の展開に，呉市立呉高等学校生徒に必要とされる資質・能力を記入する。 

 

  

  

      平成30年10月24日（水） 第５校時（13：25～14：15） 

     古典Ｂ（使用教科書：第一学習社 「高等学校 改訂版 古典Ｂ」） 

 ２年次１～２組  男子10名，女子20名 計30名  ☻ꜝ◒ה 

      ２年１組教室 

  項羽と劉邦「鴻門之会」   

 ⌐≈™≡ 

 ○ 単元（教材・題材）観 

   『史記』は紀元前九〇年代に司馬遷によって執筆された歴史書である。司馬遷は紀伝体を用いて，個々の

人間の伝記を中心に歴史を書いた。本単元は，『史記』の「項羽本紀」による。「項羽と劉邦」は，小説，映

画や漫画等の創作も多く，文学性に富んだ歴史書と評される『史記』の中でもその特色が強く表れている。

その中で「鴻門之会」を取り上げる。 

   本単元では，高等学校学習指導要領「古典Ｂ」の指導事項エ「古典の内容や表現の特色を理解して読み味

わい，作品の価値について考察すること。」に基づき，古典の内容や表現の特色を理解して読み味わう力を

付けていくことをねらいとしている。登場人物の心情などがどのように表現されているかを理解し，巧みな

描写を味わうことができるようにしたい。 

 ○ 生徒観 

 本クラスは 2年次「古典Ｂ」選択者 90名を三展開したうちの一クラスである。古典の学習に関しては，

受験科目となることを意識して選択してはいるが，古典に用いられている語句の意味，用法の理解が不十分

な生徒が多く，古典に対する苦手意識が強い。毎週行っている古語テストの平均点は 4～6点（10点中）程

度であり，基礎的な知識の定着及び学習意欲を高めることが課題である。一方，古語テストや定期考査で毎

回高得点を取る生徒も複数おり，クラスの中での学力や意欲の差が大きいと言える。 

前単元では，『枕草子』の「雪のいと高う降りたるを」を扱った。この単元では，品詞分解や口語訳につ

いてはプリントを配付して時間短縮を図るとともに，この章段を書いた筆者の意図について考えるという学

習を行った。『枕草子』の他の章段及び『枕草子』に関する評論文を読み，グループによる話し合いを行い

発表するという学習活動を取り入れた。話し合いにより考察を深めたグループもあり，その意見をクラスで

共有することができた。その結果，特に上位層の生徒について，意欲の高まりが見られた。 

○ 指導観 

   授業展開や指導方法の工夫として，書き下し文，口語訳及び「項羽と劉邦」の「鴻門之会」に至るまでの

概略をプリント配付により行う。そのことにより，この単元のねらいである，古典の内容や表現の特色を理

解して読み味わう力を付ける学習に焦点化した授業としたい。 

言語活動では，高等学校学習指導要領「古典Ｂ」の言語活動例ウ「古典に表れた人間の生き方や考え方な

どについて，文章中の表現を根拠にして話し合うこと。」を取り入れる。まず一人一人が自分の考えを持つ

こと，そのうえで話し合いを行うことによって考えの広がり，深まりを実感させたい。 

   ＥＳＤの視点としては，多様性（多様な表現方法があること），市呉生に身に付けてほしい資質・能力とし

ては，②思考力（多様な表現の意図を考察する）である。 

 ⌐≈™≡ 

○ 研究主題及び副題：「言語活動の充実を通して思考力・判断力・表現力を育成する 

―ＥＳＤの視点を取り入れる・ＩＣＴの活用を目指す― 」 

○ 授業仮説：「文章中の表現を根拠として話し合うことによって，古典の内容や表現の特色を理解して読み味 

     わう力が付くであろう。」 

 ─   古典の内容や表現の特色を理解して読み味わうことができる。 

 ─  

関心・意欲・態度 読む能力 知識・理解 

○古典の内容や表現の特色を理

解して読み味わおうとしてい

る。 

○古典の内容や表現の特色を

理解して読み味わうことが

できる。 

○古典に用いられている語句の

意味や用法を理解している。 
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10 ≤ ─ 5  

次 学習内容（時数） 
評価 

関 読 知 評価規準 評価方法 

１ 
書き下し文と概略

の確認をする。(1)  
  ○ 

・訓読のきまりを理解し，書き下し文を

書くことができる。 

記述の点検 

２ 
本文の内容の確認

をする。(2)  
 ○  

・本文の内容を理解している。 記述の確認 

３ 

登場人物の心情を

まとめ，筆者の意図

を考える。（本時・

2/2） 

○ ◎  

・登場人物の心情について，文章中の表

現を根拠にして理解している。 

・表現の特色を理解して筆者の意図を考

えることができる。 

記述の確認 

11 ─  

（１）本時の目標 

  登場人物の心情などがどのように表現されているかを理解し，表現の特色から筆者の意図を考えることが

できる。 

（２）観点別評価規準 

   登場人物の心情などがどのように表現されているかを理解し，表現の特色から筆者の意図を考えることが

できている。[読む能力]  

   ＥＳＤの構成概念：【多様性】     

（３）準備物 

   パソコン，プロジェクター，リフレクションカード（振り返りシート） 

   （「鴻門之会」の絵を示し，筆者の意図について考える一助とする。） 

（４）学習の展開 

学 習 活 動 

指導上の留意点（◇） 
（「努力を要する」状況と判断される生徒への指導の手だて：

◆で記入） 

呉市立呉高等学校生徒に必要とされる資質・能力を

記入する。 
①基礎的な知識・技能 ②思考力（客観的・多面的・論理的

・批判的）③他者に説明する力④未来像を予測して計画する

力 ⑤自己分析力 ⑥他者を尊重する態度 ⑦持続可能な社会

への意識 ⑧困難を乗り越えやり抜く力 ⑨向上心  

評価規準[観点]  

（評価方法） 

導入

10分 

１ 前時の確認をす

る。 

２ 本時の目標を確認

する。 

 

◇プリントを用いて，登場人物の心情を動作

から理解したことを確認する。 

◇動作が書かれていない登場人物の心情を

確認したうえで筆者の意図について考える。 

 

 

展開 

35分 

３ 動作が書かれてい

ない登場人物の心情

を考える。 

 

 

 

 

 

 

 

◇前時にグループで話し合わせておく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇動作が書かれていない登場人物の心情は，

多様な読み取りが可能であることを確認す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

登場人物の心情などがどのように表現されているかを理解し，表現の特色から筆
者の意図を考える。 

予想される生徒の反応 

・項羽の心情 

 「劉邦を殺す気がない。仲直りの宴会を開いているから。范増の合図に

気付いても応じていないから。 

 「劉邦を殺してもいいと思っている。項荘の剣舞を止めないから。」 

・劉邦の心情 

 「安心している。項羽に仲直りの宴会を開いてもらったから。」 

 「不安に思っている。范増の合図や項荘の剣舞を見て，自分を殺そうと

していることが分かるから。」 
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 ５ 動作や心情を書か

なかった筆者の意図

について考える。 

 

 

 

 

 

 

◇一人一人が自分の考えを持ったうえで，グ

ループにより話し合いを行う。 

②思考力（多面的） 

 

◆動作や心情を書いていた場合との表現の

効果の違いを考えさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表現の特色を理解し

て筆者の意図を考え

ることができる。[読

む能力]  

（記述の確認） 

終結 

5分 

６ まとめ ◇『枕草子』の学習において，筆者が文章に

表現したり逆にあえて書かなかったりした

意図を考えたことに触れ，今後読む他の作品

においても，表現の特色と筆者の意図につい

て考えていくことを確認する。 

 

 

 

 

 

      平成30年11月20日（火） 第２校時（９：50～10：40） 

     化学基礎（使用教科書：東京書籍 新編 化学基礎） 

 １年次１組  男子８名，女子12名 計20名 ☻ꜝ◒ה 

      理科教室 

   物質と化学結合 

 ⌐≈™≡ 

 ○ 単元（教材・題材）観 

   本単元は，学習指導要領理科編の 

   化学基礎（２）物質の構成  イ 物質と化学結合 

   （イ）金属と金属結合 

      金属結合及び金属の性質を理解すること。 

   （内容の取扱い）（イ）については，代表的な金属を扱い，その用途にも触れること。 

 

   を受けて設定された授業である。本単元では，物質の性質が化学結合により特徴づけられることを理解さ

せることをねらいとしている。金属については，金属結合は自由電子が介在した結合であることや，金属結

合でできた物質の性質を理解させることを狙いとしている。性質については，電気伝導性，熱伝導性，展性，

延性などを金属結合と関連付けて扱う。本単元では，イオン結合，共有結合，金属結合による結晶として，

イオン結晶，分子結晶，共有結合の結晶，金属結晶について学習する。複数の出版社の高校化学・化学基礎

の教科書を見ても，金属の塊の写真が掲載されているだけで，一目で結晶と分かる状態の金属結晶の写真は

掲載されていない。 

 ○ 生徒観 

   金属の性質に関しては，小学校での電気伝導性や磁石への応答の実験，中学校での電気・熱伝導性や展性

・延性および金属イオンなどについて学んでいる。高等学校の化学基礎でも，イオン結合の単元で金属イオ

ンを既に扱いる。このように，多くの機会で金属の性質や金属に関わる物質に触れている。実験を行ってい

生徒のまとめ例（本時の目標が達成された時の生徒の姿） 

・脇役の心情は動作によって分かりやすく表現し，主人公二人の心情は動作を書かない

ことによって多様な読みができるように表現したことに，この文章の特色がある。この

特色によって，筆者は緊迫感のある場面，登場人物たちの緊張感を表現しようとしたと

考える。 

 

Ａ・Ｂと判断する基準 
Ａ：表現の特色を的確に言い表し，緊迫感

のある場面にふさわしいことを指摘でき

ている。 

Ｂ：表現の特色に気づき，場面によって表

現を変えていることを理解している。 
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るので実感が伴っている。 

   イオン結合，分子結晶，共有結合の結晶は普段の生活や中学校までの授業で実物を見る機会があるが，金

属結晶は見る機会がない。昨年度の１年次生160名の化学基礎の授業で「金属結晶を見たことがある人」に

挙手をさせてみたが，誰一人として手が挙がらなかった。本年度の1年次生においても，同様の状況である

と推察される。よって，金属結合により金属結晶ができると文字やモデルでは学ぶが，残念ながら生徒は実

感できていない状態で学習が進むことになる。 

   本年度は，７月の豪雨災害により，自習により金属結晶を学習している。本時は，本来実施されるはずだ

った授業をこの時期に行い，「復習」の形で学ぶ。 

○ 指導観 

   生徒に金属の性質を理解させ，また，金属結晶は実在することを確認させたい。金属結晶の作成には，金

属樹が最も簡単だが，綿毛のような状態で成長してしまい，１時間の授業の中で結晶の形が分かるほどの大

きさに成長させるのは非常に困難である。ビスマスを用いれば大きな結晶が作成可能であるが，25ｇで3600

円もするので（ナリカ理科消耗品カタログ，ヤガミ理科消耗品カタログ），生徒実験は困難である。そこで，

青銅を用いて合金の金属結晶を作成・観察させる。 

   実験時間を確保するため，授業はスライドを用いて行う(復習のため，２時間分を１時間にまとめて行う)。

また，金属や合金の種類や利用のされ方を紹介し，多様な形で利用されていることもしっかりと示す（ＥＳ

Ｄの観点：多様性）。また，本時の実験は教科書には無いため，生徒がどのように受け止めるかをアンケー

トする。 

 ⌐≈™≡ 

○ 研究主題及び副題：「言語活動の充実を通して思考力・判断力・表現力を育成する 

―ＥＳＤの視点を取り入れる・ＩＣＴの活用を目指す― 」 

○ 授業仮説：「実験で実物を作成・観察しながら学ぶことで，金属が結晶になることを実感し，より興味を

持って学習に取り組むようになる。」 

 ─    物質の性質が化学結合により特徴づけられることを理解することができる。 

 ─  

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

○高分子化合物を身近

な物品と関連付けなが

ら学習している。 

○実験に主体的にかか

わりながら，学習に取

り組んでいる。 

○最外殻電子の数を使

い何価のイオンになる

か判断している。 

○分子の構造と原子の

電気陰性度から分子の

極性を判断している。 

○電荷が無くなるよう

陽イオンと陰イオンを

組み合わせて塩の組成

式をつくることができ

る。 

○電子式や構造式で分

子を書くことができ

る。 

○イオンの名称がわかり，イオ

ン結合やイオン結晶の特徴を理

解している。 

○共有結合のでき方がわかる。 

○共有結合によってできる結晶

の特徴を理解している。 

○金属の性質が金属結合に使わ

れる自由電子によると理解して

いる。 

 

10 ≤ ─  

次 学習内容（時数） 
評価 

関 思 技 知 評価規準 評価方法 

１ 
イオンとイオン

結合(３) 

 ○  

 

 

 

◎ 

 

 

○ 

最外殻電子の数を使い何価のイオンになるか判断し

ている。 

イオンの名称がわかり，イオン結合やイオン結晶の特

徴を理解している。 

電荷が無くなるよう陽イオンと陰イオンを組み合わ

せて塩の組成式をつくることができる。 

定期考査 

授業観察 

２ 
共有結合と分子 

(５) 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

◎ 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

共有結合のでき方がわかる。 

電子式や構造式で分子を書くことができる。 

分子の構造と原子の電気陰性度から分子の極性を判

断している。 

高分子化合物を身近な物品と関連付けながら学習し

ている。 

共有結合によってできる結晶の特徴を理解している。 

定期考査 

授業観察 
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３ 
金属結合と金属 

 本時(１／１) 

 

 

◎ 

  ○ 金属の性質が金属結合に使われる自由電子によると

理解している。 

実験に主体的にかかわりながら，学習に取り組んでい

る。 

定期考査 

授業観察 

ｱﾝｹｰﾄ 

11 ─  

（１）本時の目標 

   実物から金属の状態を把握できる。 

（２）観点別評価規準 

   実験に主体的にかかわりながら学習に取り組んでいる。 

   ＥＳＤの構成概念（課題を見い出す視点）：【多様性】 

（３）準備物 

   ○スライドによる授業 

    スティック型ＰＣ，プロジェクター 

   ○実験 

    磁性るつぼ(大)，蓋(大)，磁性るつぼ(小)，るつぼばさみ，活性炭，薬包皿，薬さじ，ステンレス皿，

ルーペ，錫，銅粉末，電子天秤，電子レンジ 

（４）学習の展開 

学 習 活 動 

指導上の留意点（◇） 
（「努力を要する」状況と判断される生徒への指導

の手だて：◆で記入） 

呉市立呉高等学校生徒に必要とされる資

質・能力を記入する。 
①基礎的な知識・技能 ②思考力（客観的・多面

的・論理的・批判的）③他者に説明する力④未来

像を予測して計画する力 ⑤自己分析力 ⑥他者

を尊重する態度 ⑦持続可能な社会への意識 ⑧

困難を乗り越えやり抜く力 ⑨向上心  

評価規準[観点]  

（評価方法） 

導 入

５分 

１ 課題意識をもたせる。 

 ・結合の種類と結晶を対比す

る。 

 ・結晶の特徴を確認する。 

 ・金属が結晶になった時の外

見の特徴を予想する。 

２ 本時の目標を確認 

 する。 

 

◇金属結晶を見たことがあるかを確

認する。 

◇結晶面(少なくとも直線状の外見)

があれば結晶と判断できることを確

認させる。① 

 

 

展開 

40分 

３ 実験 

 ・班で原料を調整する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・金属結合の特徴と金属の性

質を確認する。 

 ・課題に取り組む。 

 ・金属を探し結晶かどうか判

断する。 

 

 

 

 

 

◇実験手順を投影する。 

 

 

 

 

 

◆実験手順の質問が出たら自分で確

認するよう指示する。 

◇加熱は教員が調整する。 

◇具体例を出しながら説明する。① 

◇生徒同士で話し合わせる。②③ 

◇冷却されるよう配慮する。 

◇結晶化していない班には，他の班

の試料で確認させる。 

◇金属・合金の例を紹介する。 

 

 実物から金属の状態を把握できる。 

Ａ：主体的に実験に取

り組み，協力的に活動

している。結晶かどう

かを判断するためし

っかりと観察し，形状

から正しく判断して

いる。 

Ｂ：主体的に実験に取

り組み，協力的に活動

している。結晶かどう

かを判断するためし

っかりと観察してい

る。 

予想される生徒の反応 

・手順を読んで生徒同士で確認しながら調整できる。 

・るつぼを二重にするのかどうか迷う。 

・るつぼの中身を混ぜてしまう。 

予想される生徒の反応 

・きれいな結晶ができた班では幾何学模様に驚く 

・うまく結晶化しなかった班は判断できず迷う 
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終結 

５分 

 本時を振り返り，次時につな

げる。 

◇アンケートで生徒の実態を把握す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

12  

β │ ⌐  

   

 

   

 

   

 

 

 

 

アンケートでの生徒のまとめ例 

 金属表面に直線状の模様がたくさんでき，薄い結晶が沢山重なっていることがわかっ

た。 
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▪fi◔כ♩ ┘∕─  
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▪fi◔כ♩  
アンケート項目のカ・キ・クの変化について 

①重点項目であるカの「当てはまる」の平成30年12月の値が，

各学年とも当初に比べて上昇している。(平成28年度入学生

46.2％→61.5％,同 29年度入学生23.6％→41.1％，同30年

度入学生32.3％→35.0％)また，クについても「当てはまる」

の値が大きく上昇している。これは「産業社会と人間」「フ

ロンティアⅠ」「フロンティアⅡ」のアンケートで，授業を

通じて「解決に向けて行動できた」「解決策を考えた」の肯

定値が大きくアップしていることと連動していると考えられ

る。 

②現２年・３年生ともに，平成30年９月はキ・クの項目が大き

く改善されている。西日本豪雨災害復興ボランティアに自主

的に参加した生徒が全校の 59％にのぼったことと連動して

いると考えられる。 
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29 ─ ≤ （○成果 ●課題） 

○「産業社会と人間」の授業で，ＥＳＤにおける課題を見いだすための６つの視点を意識させた上で，企業訪

問を行わせたことによって，企業の社会的役割や持続可能な社会の実現に向けた取組について理解が深まっ

た。 

○ ２年次の「総合的な学習の時間（フロンティアⅠ）」の防災プロジェクト学習において，生徒がアンケー

ト項目の設定からデータの収集・分析・まとめまで，すべて行うことによって，主体的に課題に取り組む態

度が生まれた。 

○ 学校設定科目「防災」では，地域防災訓練について出された改善策を地域教育連携協議会の場で発表し，

大学や高等専門学校の先生方から意見をいただくことができた。生徒の提案は，実際に避難経路を変えるな

ど，防災訓練の取組に反映された。 

● ３年次の「総合的な学習の時間（卒業研究）」において，研究のためのスキルが不十分な生徒が少なくな

いという実態から，今後「産業社会と人間」「総合的な学習の時間」が有機的につながるような学習内容の

配置を考えるとともに，それらを柱として，各教科や特別活動の内容をリンクさせる必要がある。 

● 取組を進めながらの研究活動となり，本校の教育活動におけるＥＳＤの位置付けや指導方針，指導内容が

十分に浸透しきれず，学校全体をあげての取組とは至らなかった。研究推進委員会において十分な議論を行

い明確な研究の方向性を提示するとともに，教材，人，能力・態度のつながり等について学年会や担当者会，

教科会で熟議を行う必要がある。 

 

30 ─ ≤ （○成果 ●課題） 

○ 地域の教育力を活用し活動の充実を図った。具体的には，「産業社会と人間」「総合的な学習の時間」「防

災」「福祉基礎」「基礎看護」「保育」の授業において，大学や地域の研究機関，行政機関，自治会等と積

極的に連携した。また，そういった学習活動を通して，生徒が呉市の特性や取り巻く環境についての理解を

深めた。 

○ 生徒に身に付けさせたい資質・能力についての議論を深め，各教科で評価計画を作成した。 

○「産業社会と人間」や「総合的な学習の時間」を核とした３年間の系統的な課題発見・解決学習の内容の見

直しを行うとともに，各教科や特別活動とのつながりを考えたＥＳＤ全体計画（カリキュラムマップ）を作

成した。また，それらの取組を通して，教員がこれまで以上にＥＳＤの視点を意識して，課題発見・解決学

習の取組を進めていくようになった。 

● ３年次の「総合的な学習の時間（卒業研究）」について，地域や社会につながる内容のものが増えたが，

その一方で生徒個人の興味・関心の域にとどまるものも多く，ＥＳＤの視点を活用した研究活動ができてい

ない生徒が見受けられる。 

● 最終的には，教育活動の体系化・構造化による「地域課題解決型キャリア教育」のカリキュラム開発と実

践を行う予定であるが，ＥＳＤ研究推進委員会での議論が進んでいないため，取組が遅れている。 

 

 

 

 

 

 

 ─ ≤  
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【持続可能な地域社会の構築のために行動できる人材の育成】 

○課題発見・解決学習を，地域課題の解決を目指したキャリア教育として展開することで，学ぶことの意義

を社会と自己との関わりや日常的な文脈の中で認識させる。 

（成果検証の方法） 

  ・ＥＳＤアンケート 

  ・活動ごとのワークシート，振り返りシート，制作物等によるポートフォリオ評価等を通してみられる生

徒の意識の変容 

・公開授業及び成果発表会における指導・助言 

・地域課題の解決策の提示及び実践（探究的な活動の成果を「提言」としてまとめ，関係諸機関と連携し

て課題解決の取組を実践する。） 

【教育課程編成上の工夫・改善】 

○２年間の研究成果を基に，「地域課題解決型キャリア教育」の全体計画を策定するとともに，各教科間及

び各教科と探究的な活動とを関連付けることで，教育活動の体系化・構造化を図る。 

○呉の現在と未来を考える学校設定科目「呉学」を設置する。 

（成果検証の方法） 

  ・授業評価アンケート 

   ・学校評価アンケート（教員・生徒・保護者・学校評議員・学校関係者評価委員等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ─  
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